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『美術手帖』82号（1954）：21. 
図1−3 土方久功《島の伊達少年》（1954）木 54.7×39.6×5.2cm 世田谷美術館蔵 『美術家たちの
南洋群島』56. 
図1−4 土方久功《南島閑語》（1968）木 84.0×106.0×3.0cm 神奈川県立近代美術館蔵 Ibid., 60. 
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図2−5 「著者と原始藝術蒐集室の一部」 宮武辰夫『フィリッピン原住民の土俗と藝術』（羽田書店, 1943）口絵, 頁数記載なし. 
図2−6 「南洋情趣挿花展」（大阪・阪急百貨店）1939年9月 小原豊雲『幻花巡歴―小原豊雲遺作集』
（主婦の友社, 1996）137. 




箱を使った作品, 中央右：ニューギニアの箱による作品, 右下：ニアス神像の小品 小原豊雲『盛
花と小原流』（主婦の友社, 1963）142−143. 
図3−1 柳宗悦「挿絵小註〔『工藝』第百十號〕」『柳宗悦全集第16巻』（筑摩書房, 1980）130−131. 
図3−2 柳宗悦「挿絵小註〔『工藝』第百十號〕」Ibid., 134. 
図3−3 中表紙『工藝』106号（1941）頁数記載なし. 
図3−4 展覧会告知「杉山寿栄男蒐集 アイヌ民芸品大展観」『工藝』105号（1941）：91. 
図3−5 『工藝』105号（1941）：巻末広告. 
図3−6 アトリエグラフ「ピカソの画室」『アトリエ』14巻2号（1937）：頁数記載なし. 




図３−9 Alfred H. Barr Jr., Cubism and Abstract Art (Museum of Modern Art, New York, 1936) ：裏
表紙. 
図3−10 「フィリッピン工藝展から 宮武辰夫氏蔵」『月刊民藝』1巻7号（1939）：口絵. 




4 1 , 
1948 62. 
4 2 , 1950 119. 
4 3 , , 
91. 
4 4   1907 , ,   1907
92 93. 
4 5 10. 9 , 11. 
 1932 7  
—— 7 1951 6 7. 
4 6 17. , 
 1909 , , 6
Ibid., 10 11. 
4 7 19. , 21. , 
1917 , 22. 
, 23. 1500 , 24. 
Ibid., 12 13. 
4 8 200. , , Ibid., 
80 81. 
4 9 202. , , 203. 
Ibid., 82 83. 
4 10 552 1951 10 11. 
4 11 Ibid., 314 15. 
4 12 × 51 1951 . 
4 13 × Ibid., . 
5 1 Play Mountain, 1933 9.5 73.0 64.1cm 
 Isamu Noguchi, The Noguchi Garden Museum (New York: 
Harry N. Abrams, Inc., Publishers, 1988) 145. ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 2 Death (Lynched Figure), 1934
226.7 111.8 55.9cm Ibid., 237. ©The Isamu Noguchi 
Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 3 Chinese Girl, Girl Reclining on Elbow, 1930 25.7 48.6
28.9cm  The Isamu Noguchi Archive ©The Isamu Noguchi 
Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 4 Mu, 1952 228.6 cm   
 , 1953 . ©The Isamu Noguchi 
Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 5 Journey (Tabi), 1950 70.2 17.0cm  Bruce Altshuler, et al, 
Isamu Noguchi and Modern Japanese Ceramics: A Close Embrace of the Earth (Arthur 
Ms. Sackler Gallery, Smithsonian Institution, 2003) 22. ©The Isamu Noguchi Foundation and 
Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 6 Errand into the Maze, 1947  
  Noguchi, The 
Isamu Noguchi Garden Museum, 215. ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden Museum, 
New York / ARS - JASPAR 
 vi 
5 7 Bell Child, 1950  E. Irving 
Blomstrann  The Isamu Noguchi Archive ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 8 Hot Day (Atsui hi), 1950
 The Isamu Noguchi Archive ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 9 The Policeman (Junsa), 1950 35.5 22.2 14.0cm 
 The Isamu Noguchi Archive  ©The 
Isamu Noguchi Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 10 18 10 1951 2. ©The Isamu Noguchi 
Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 11 . 71. ©The Isamu 
Noguchi Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 12 Ibid.,   ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR
5 13 Memorial to the Dead of Hiroshima, 1952  
  Noguchi, The Noguchi Garden Museum, 
157. ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
5 14 Shin Banraisha at Keio University, 1951 52
The Isamu Noguchi Archive ©The Isamu Noguchi Foundation and Garden Museum, 
New York / ARS - JASPAR 
5 15 2 12 1951 72 73. 
6 1 La Main Douloureuse, 1936/1949 111.8 162.2cm 
, 2009 43. 
6 2 1961 194.3 140.3cm Ibid., 
77. 
6 3 1961 227.0 162.0cm Ibid., 
78. 
6 4 1952  97.0 102.0 56.0cm 
× , 2005 48. 
6 5 1968 177.0 1085.0cm  
96. 
7 1 Dancer, 1907 1908 , , 
, , , , 
The Source of Modern Painting, (The Institute of Contemporary Art, Boston, 1939) 54 55. 
7 2 La Danse, 1938 , , 
, 5 , 
, 6 Ibid., 64 65. 
7 3 Boulevard Montmartre, 1897 , 
, 
Ibid., 78 79. 
7 4 Timeless Aspects of Modern Art: the First of a Series of Exhibitions Making the 20th 
Anniversary of the Museum of Modern Art (Museum of Modern Art, New York: 1949) 
7 5 Ibid. 
7 6 Nude with Raised Arm,1907
Baltimore Museum of Art, 4000 Years of Modern Art (Maryland: 
Baltimore Museum of Art, 1956) 18. 






リカ）」 Ibid., 2. 
図7−10 「手前左は刀頭、右は梶棒、後方左二つは木像（ニューギニア）右は木像（台湾）」 Ibid., 3. 
図7−11 「かもしか神 アフリカ・コンゴ バヤカ族 天理参考館所蔵 Photo二川幸夫」 『美術手
帖』180号（1960）：5. 
図7−12 「墓地標像 カナダ ベラ・クーラ地方 サリッシュ族 標高270m」 Ibid., 87. 
図７−13 左下：「アフリカ 黒人彫刻」 『美術手帖』179号（1960）：143. 
図7−14 「アフリカ, コンゴ」 『美術手帖』180号（1960）：28. 
図7−15 『アフリカ芸術展』アフリカ協会編（読売新聞社, 1961）表紙. 
図7−16 「〈アフリカ芸術展〉」（３枚） サミュエル・デュビナー「原始芸術を集める」 『芸術新潮』
12巻6号（1961）：97. 
図7−17 『アフリカ黒人芸術展——失われた人間性を求めて』朝日新聞社編（朝日新聞社, 1968）表紙. 
図7−18 「東京・小田急百貨店の展示から」 『Africa=アフリカ』8巻10号（1968）23−24. 
図7−19 「アフリカ黒人芸術展」 『民藝』187号（1968）：54−55. 
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家清） 写真（撮影：大辻清司） 1956年 11.2×14.0cm 山口勝弘蔵 『山口勝弘展——
「実験工房」からテアトリーヌまで』神奈川県立近代美術館, 茨城県近代美術館編（美術館連
絡協議会, 2006）112. 
図7−25 「光とガラスの作品展」（12月8−12日 和光ギャラリー） 会場（会場構成：丹下健三） 写
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第一人者であるロバート・ゴールドウォーター（Robert Goldwater, 1907−1973）は、1938 年












1 1967 年に Primitivism in Modern Art というタイトルで改訂版が出版され、この日本語版




リミティヴィズム」に分けて説明している。Robert Goldwater, Primitivism in Modern Art 
(New York: Vintage Books, 1967; Enlarged edition, Cambridge, Massachusetts and 
London, England: The Belknap Press of Harvard University Press, 1986). [初版
Primitivism in Modern Painting, New York and London: Harper & Brothers, 1938] 邦訳
『20 世紀美術におけるプリミティヴィズム』日向あき子訳（岩崎美術社, 1971）参照. 1938
年に出版された初版のタイトルは Primitivism in Modern Painting であるが、日本語版の原





治, 浦上雅司訳（中央公論美術出版, 1991）[Ernst H. Gombrich, Kunst und Fortschritt; 
Wirkung und Wandlung einer Idee, Koln, 1978] 第１章「古典主義からプリミティフへ」参








































 本章第 1 節では 20 世紀美術におけるプリミティヴィズムの位置付けを確認し、第 2 節では
20 世紀美術における「プリミティヴ・アート」概念形成と博物館や美術館での展示との関わり
について確認する。第 1 節と第 2 節で扱う先行研究の議論は欧米の事例が中心となっている
が、日本の事例を補うことによって欧米と日本の差異を浮かび上がらせ、本論文の射程を定め
る。その後第 3 節では、本論文全体の構成と研究方法を示す。 
 
第 1 節 20 世紀西洋美術におけるプリミティヴィズムの位置付け 



















に親しみを感じさせるほどに至った。Goldwater, Primitivism in Modern Art , xvi,『20 世紀
美術におけるプリミティヴィズム』2. 
 4 
























ス・コネリーは、20 世紀美術の前史となる 18 世紀から 19 世紀にかけては、イタリア中世、
ポリネシア、古代ギリシャ、エジプト、日本、中国、ゴシック美術などが「プリミティヴ」と
 
7 ゴンブリッチ『芸術と進歩――進歩理念とその美術への影響』第 1 章「古典主義からプリミ
ティヴィズムへ」参照. 
8 Ibid., 59. 











1881−1973）が《アヴィニョンの娘たち》（Les Demoiselles d’Avignon, 1907）の中にアフリカ
の仮面に類似した顔を描いたことが、20 世紀美術におけるプリミティヴィズムの初期事例とし
て広く知られているところだろう。 











10 Frances S. Connelly, The Sleep of Reason: Primitivism in Modern European Art and 
Aesthetics, 1725-1907 (Pennsylvania: Penn State University Press, 1994) 2.  




里子編『西洋近代の都市と芸術第 8 巻ロンドン――アートとテクノロジー』（竹林舎, 2014）
参照. 
12 木村荘八「ジョーンに就て二項」(1919) 『後期印象派（上）』（洛陽堂, 1920）201. 
13 大久保「プリミティヴィズム前史」339. 
14 “I’m continuing my aesthetic theories and I have been attacking poetry to understand 
painting.” Virginia Woolf, Roger Fry: A Biography (Oxford: Blackwell Publishers, 1995, 






























17 Marian Torgovinick, Gone Primitive: Savage Intellects, Modern Lives (Chicago: 
University of Chicago Press, 1989) 86-87. 
18 加えて、Teukolsky は 1910 年に発表されたフライの「ブッシュマンの絵画」と「オリエン
タル美術」を事例に、フライの様式主義的美学は時代や地域に限定されない美的価値を主張
したと指摘している。 Rachel Teukolsky, The Literate Eye: Victorian Art Writing and 
Modernist Aesthetic (New York: Oxford University Press, 2009) 194-195.「20 世紀美術にお


























ム、ブリュッケ、青騎士のプリミティヴィズムを検証している。Goldwater, Primitivism in 




















反映させている。1984 年に MoMA で開催された 「20 世紀美術における「プリミティヴィズ
ム」」展は、19 世紀末のゴーガンとタヒチの事例から 20 世紀のランドアートまで、多種多様な
20 世紀美術と「部族」美術の「親縁性」の関係を示した。MoMA が例示したモダン・アートの
全てがプリミティヴィズムの文脈で語ることができるかどうかという点については議論の余











for Art History, eds. Robert S. Nelson and Richard Shiff, Second Edition (Chicago and 
London: University of Chicago Press, 1996; 2003). 「プリミティヴ Primitive」『美術史を語
る言葉――22 の理論と実践』加藤哲弘, 鈴木広之監訳, 秋庭史典他訳（ブリュッケ, 2002）参
照. Victor Li, The Neo-primitivist Tun: Cultural Reflections on Alterity, Culture, and 
Modernity (Toronto, Buffalo, London: University of Toronto Press, 2006) viii. 
22 Goldwater, Primitivism in Modern Art , xvi,『20 世紀美術におけるプリミティヴィズム』
2. 
23 Ibid., xxiv, Ibid., 10. 
24 プリミティヴィズムを「はっきりした定義づけをして、常にそれ以外にないようなそれだ
けに付属する単一な態度を求めるのは無駄なことである。」Goldwater, Primitivism in 




























と関係しており、常に「modern」を必要とする「relational concept」である。Li, The Neo-
primitivist Tun, viii.   
27 アントリフとレイトンも同様に、「プリミティヴ」とは「本質的カテゴリー」ではなく、
「「文明化した」という言葉と二項対立をなす性格」をもつ関係性であると定義している。
Antliff and Leighten, “Fifteen Primitive,” 217, 「プリミティヴ Primitive」310. 
28 “Politically acceptable terms like ‘individual culture’ and ‘ethnic group’ may appear to 
oppose evolutionary narratives of primitive inferiority, but they still fall into the ‘savage 
slot’ that primitivism has always reserved for the Other of Euro-American modernity.” Li, 


























29 Marian W. Smith, “Introduction” in The Artists in Tribal Society, ed Marian W. Smith 
(London: Routledge & Kegan Paul Ltd., 1961) xii. 邦訳『部族社会の芸術家』木村重信、岡
村和子訳（鹿島研究所出版会, 1973）「序」10, 13−14. 未開美術館（Museum of Primitive 
Art）は 1954 年にネルソン・ロックフェラーによって創設され（開館は 1957 年）、ゴールド
ウォーターは初代館長を務めていた。未開美術館は 1976 年に閉館し、コレクションはニュー
ヨークのメトロポリタン美術館の所蔵となっている。 
30 Ibid., xi. Ibid., 12 
31 近年話題になったことと言えば、1995 年に計画が始まり、2006 年に開館したケ・ブラン
リー・ジャック・シラク美術館（Musée du quai Branly – Jacques Chirac, 以下「ケ・ブラ
ンリー美術館」）の名称問題がある。 
32 柳沢は art nègre（アール・ネーグル）の訳語として「ニグロ芸術」を用いている。art を
文脈に応じて訳し分ける必要があることを前提としながらも、art を「美術」ではなく「芸













点は少なかったと考えられる34。これらの用語が再び整理されるのは、1984 年に MoMA で開
催された「20 世紀美術におけるプリミティヴィズム」展の開催と、1995 年の日本語版展覧会
図録の出版まで待たなくてはならない。2011 年に翻訳されたフランツ・ボアズ（Franz Boas, 

















33 スミス『部族社会の芸術家』10, 11. なお、本書の翻訳はまず岡村和子が行い、木村が訂正
加筆したものである。木村重信, 岡村和子「訳者あとがき」Ibid., 266. 
34 1960 年代の「未開美術」を巡る美術館や雑誌での表象については本論文第 7 章で論じる。 
35 レオナード・アダム（Leonhard Adam, 1891−1960）の Primitive Art (First published 






第 2 節 「プリミティヴ・アート」と展示——異文化表象の力学 




















とがき」『20 世紀美術におけるプリミティヴィズム』219.  
37 Goldwater, Primitivism in Modern Art, see Chapter 1. 『20 世紀美術におけるプリミテ
ィヴィズム』第 1 章参照. 西欧で民族学博物館があいついで開設されたのは、19 世紀後半の
ことである。竹沢尚一郎「文化を展示することは可能か――民族学博物館の展示手法の近年
の変化から」『展示の政治学』川口幸也編（水声社, 2009）356. 












けていた。そのため、1984 年に MoMA で開催された「20 世紀美術におけるプリミティヴィズ
ム展」は、20 世紀西洋美術におけるプリミティヴィズムと「プリミティヴ・アート」に焦点を
絞ったほとんど初めての展覧会となっている40。この展覧会を企画したウィリアム・ルービン













40 MoMA では 1935 年３月に「アフリカ・ニグロ芸術」展、1938 年には「人気絵画の傑作―
―欧米におけるモダン・プリミティヴ」、1941 年から 1944 年にかけて「モダン・プリミティ





























42 当時、展覧会図録のペーパーバックは 40 ドル、ハードカバーは 75 ドルで販売されてい
た。トーゴヴニクはこの点に注目し、展覧会の印象は、高額な図録よりも、会場で無料配布
されるパンフレットや展示物、簡潔にまとめられたキャプションによって形作られたはずだ
と指摘している。パンフレットの 後に書かれた記述は、1910 年代から 20 年代の欧米の視
点を繰り返すものであったと指摘している。Marianna Torgovnick, “Making Primitive Art 
High Art” Poetics Today, (Summer, 1989): 311-312. 
43 20 世紀美術におけるプリミティヴィズムに関する MoMA の展示に対して表明された批判
のうち、人類学者のジェームズ・クリフォードの主張は、プリミティヴィズムの一方向的な
眼差しを捉え直す参考となる。James Clifford and George E. Marcus, Writing Culture: The 
Poetics and Politics of Ethnography (Berkley and Los Angeles: University of California 
Press, 1986) 邦訳『文化を書く――エスノグラフィーの詩学と政治学』春日直樹他訳（紀伊
國屋書店, 1996）, James Clifford, The Predicament of Culture: Twentieth-Century 
Ethnography, Literature, and Art (Cambridge, Massachusetts, and London, England: 
Harvard University Press, 1988) 邦訳『文化の窮状――20 世紀の民族誌、文学、芸術』太田
好信他訳（京都：人文書院, 2003）. 





















 そして、MoMA で開催された「20 世紀美術におけるプリミティヴィズム」展を受けた日本
からの反応として、「異文化への眼差し――大英博物館コレクションにさぐる」が国立民族学博
物館（1997 年 9 月 25 日から 1998 年 1 月 27 日）と世田谷美術館（1998 年 2 月 11 日から 1998




館は 21 世紀に存在しうるか」『国立民族学博物館研究報告』28 巻 2 号（2003）：175−176. 
46 特にアフリカ美術を展示する場合に焦点を当てて言及されている。Christa Clarke and 
Kathleen Bickford Berzock, “Representing Africa in America Art Museums: A Historical 
Introduction” in Representing Africa in American Museums, edited by Berzock and Clarke 
(Seattle and London: University of Washington Press, 2011) 3. 
47 吉田憲司『「文化」の肖像――ネットワーク型ミュージオロジーの試み』（岩波書店, 
2013）172−173, 204. 
48 吉田「日本語版監修にあたって」『20 世紀美術におけるプリミティヴィズム』xiv. 
49 吉田憲司, ジョン・マック編『異文化への眼差し――大英博物館と国立民族学博物館のコ








2014 年には国立民族学博物館創立 40 周年、日本文化人類学会 50 周年記念事業の一環とし
て「イメージの力――国立民族学博物館にさぐる」展が国立新美術館（2014 年 2 月 19 日から
























































学』」『立命館言語文化研究』27 巻 4 号（2016）：15. 
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第 3 節 本論の視座および構成 









のをめぐる言説は大きく変化している。したがって、第 1 部（第 1 章から第 3 章）では 1910












 第 1 章「西洋美術の受容とプリミティヴィズムの所在——雑誌『白樺』から」では、雑誌『白
樺』におけるポスト印象派の受容とプリミティヴィズムとの距離を検証する。第 1 節と第 2 節







類学、民族誌など「南洋」を巡る多様な要素の複合的な影響が考えられる。1929 年から 43 年
まで続いた「南洋」滞在と民族誌調査の経験を通して、土方独自の「プリミティヴ」なものへ
の志向と表現が作られている点を指摘する。 















第 2 部「戦後の日本美術におけるプリミティヴィズム——1945 年から 60 年代を中心に」（第








 第 4 章「美術における比較の視点——1945 年から 50 年代の批評、展覧会、学術を中心に」








第 6 章で論じる岡本やノグチの活動の前史や背景となるものを含んでいる。 
 第 5 章「イサム・ノグチ——プリミティヴとモダン」では、ノグチの日本滞在中の制作と作






































第 1 部 
戦前の日本美術におけるプリミティヴィズムへの接近 







ムを準備したポール・ゴーガンとフィンセント・ファン・ゴッホ（Vincent van Gough, 1853
−1890）は、1889 年のパリ万国博覧会で「原始」民族の造形物を目にし、称賛したと伝え
















1 Goldwater, Primitivism in Modern Art, xv, 『20 世紀美術におけるプリミティヴィズ
ム』1.  
2 竹沢「文化を展示することは可能か」362. 











日本民族学会の設立が 1934 年9、東京大学で人類学科が設置されたのが 1939 年、国立民






の情報が全く入っていなかったわけでもない。第 1 部では、1910 年代から 1945 年まで、
日本の美術においてプリミティヴィズムと「プリミティヴ・アート」の受容と理解につい
 
4 2 年後の 1886 年に学会機関誌『人類学会報告』が発行されることによって、正式に学
会として活動が始まった。学会名は「人類学会」から「東京人類学会」に改名された。坂
野徹『帝国日本と人類学者——1884−1952 年』（勁草書房, 2005）15−16, 18. 坪井は












9 1934 年に設立された日本民族学会は、1942 年に民族研究所が開設されたことをうけて
民族学協会となった。1964 年に日本民族学会として独立し、2004 年には日本文化人類学
会へと名称を変更している。「日本文化人類学会について」日本文化人類学会, 最終アク
セス 2017 年 11 月 7 日, http://www.jasca.org/. 
10 大阪府吹田市にある国立民族学博物館は 1970 年の日本万国博覧会（大阪万博）終了


































12 Goldwater, Primitivism in Modern Art, see Chapter 3 and 4, 『20 世紀美術における






















た。」柳宗悦「「白樺」の仲間」（1955）『柳宗悦全集第 1 巻』（筑摩書房, 1981）469. 
14 記者「挿絵に就て」『白樺』1 巻 1 号（1910）：52. なお、本論文で用いる雑誌『白
樺』の引用は、1969 年から 72 年にかけて臨川書店から出版された復刻版を使用する。 
15 無署名「消息」『白樺』1 巻 1 号（1910）：53. 
16 鶴見俊輔「解説 学問の位置」『柳宗悦全集第１巻』747. 





「『白樺』の編輯に就て」（1923）『柳宗悦全集第 20 巻』（筑摩書房, 1982）48. 『白樺』
に加えられた非西洋、非近代の路線は、柳が率先したものであったと考えられる。しかし
ながら、同年 9 月 1 日の関東大震災をきっかけに『白樺』は廃刊となったため、その機
会はほとんどなかった。 
18 古谷可由、水木祥子「『白樺』掲載図版および美術関連記事」『白樺派の愛した美術—
—『白樺』誕生 100 年』京都文化博物館, 宇都宮美術館, ひろしま美術館, 神奈川県立近
代美術館, 読売新聞大阪本社文化事業部編 (読売新聞大阪本社, 2009) 192−193. 




























ト・3」『季刊芸術』6 巻 2 号（1972）：165−166. 








24 S、M「編輯記事」『白樺』1 巻 8 号（1910）：233. 
25 柳宗悦「革命の畫家」（1912）『柳宗悦全集第１』506. 
26 古谷可由「西洋美術受容における「白樺」の果たした役割」『白樺派の愛した美術——





























28 武者小路実篤「個性についての雑感」『白樺』3 巻 10 号（1912）：55. 
29 無車「編輯室にて」『白樺』5 巻 8 号（1914）：104. 
30 西村修子「美術雑誌としての『白樺』にみる西洋美術意識」『東アジア研究』7 号
（2009）： 147. 


























32 Grafton Galleries, London, Manet and the Post-Impressionists, (London: 
Ballantyne, 1910).  
33 Kikuchi によるとハインドは当時 The Studio の編集者であった。Yuko Kikuchi, 
Japanese Modernisation and Mingei Theory: Cultural nationalism and Oriental 
Orientalism (London: Routledge, 2004) 11, Notes 249. 
34 フライの伝記 Roger Fry: A Biography（1940）を記したヴァージニア・ウルフ
（Virginia Woolf, 1882-1941）は、「マネとポスト印象派の画家たち」展をフライにとっ
て転機となった展覧会であると述べている。Virginia Woolf, Roger Fry: A Biography 
(Oxford: Blackwell Publishers, 1995, first published 1940) 146. 
35 ポスト印象派という名がつけられたのは、1910 年 11 月のグラフトン・ギャラリーで
の展覧会であった。Charles Lewis Hind, The Post Impressionists (London: Methuen & 


























37 Hind, The Post Impressionists, 8. 
38 “England of course, until the recent exhibition at the Grafton Galleries, was 
indifferent to the Post impressionists.” (41), “In a word it is a novelty to England.” (1), 
Hind, The Post Impressionists. 
39 Rachel Teukolsky, The Literate Eye: Victorian Art Writing and Modernist 
Aesthetic, (New York: Oxford University Press, 2009) 196. 
40 Woolf, Roger Fry, 147.  
41 フライは 1910 年に『バーリントン・マガジン』で「ブッシュマンの絵画」と「ニグロ
彫刻」を発表した。これら二つの論文は 1920 年に出版された『ビジョンとデザイン』
にも収録されており、フライにとって重要であったと考えられる。Marian Torgovinick, 
Gone Primitive: Savage Intellects, Modern Lives (Chicago: University of Chicago 
Press, 1989) 86-87. 
42 Teukolsky, The Literate Eye, 第 5 章参照. 
 31 






グラフトンギャラリーで「第 2 回ポスト印象派の画家たち」展（1912 年 10 月 5 日から 12
月 31 日）が開催されていることにも触れており、白樺の同人たちが同時期のイギリスで







た「後印象畫家」が『白樺』（1913 年 1 月号）に掲載された48。柳はイギリスでのポスト
 
43 Teukolsky, The Literate Eye, 194−195. 
44 柳宗悦「革命の畫家」544. 
45 『白樺』以外の状況を見てみると、1913 年 5 月号の『美術新報』に、チャールズ・ジ
ョン・ホームズの『ポスト印象派の画家たち、グラフトンギャラリー、1910−11 年のた
















だった。柳宗悦「5 月 19 日バーナード・リーチ宛［封筒欠、前半欠］」『柳宗悦全集第 21
巻上』（筑摩書房, 1989）66, 691. 
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49 第 2 回ポスト印象派展の展覧会カタログに掲載されたフライの文章（一部）を、森田
亀之輔は「泰西画界新運動の経過及びキュビズム（中承前）」で紹介している。森田亀之
輔は「泰西画界新運動の経過及びキュビズム（中承前）」『美術新報』（1915 年 5 月
号）日高昭二、五十殿利治監修『海外新興芸術論叢書新聞・雑誌篇第１巻』（ゆまに書
房, 2005）278. 「イギリスのグループ」ではないが、美術におけるフォームの問題を論




















51 Hind, The Post Impressionists, 参照. 柳が「革命の畫家」（1912）を執筆した時には
木村荘八による翻訳『後期印象派』（上下巻）はまだ出版されていなかったので、「革命の
畫家」（1912）の論述においては原著 The Post Impressionists（1911）を参照する。




いない。ハインドからは全 13 節中 6 節、ラターからは全 6 節中 3 節を選んで翻訳したと
木村は述べている。ハインドとラターの翻訳の他には、木村による美術批評が載せられて
いる。木村荘八『後期印象派』上下（洛陽社, 1920）1−5. また、Post Impressionism の
訳語として、柳は「後印象派」、木村は「後期印象派」を用いている。 
52 “Obviously, Expressionism is a better term than Post Impressionism, that avenue 
of Freedom, opening out, inviting the pilgrim who is casting off the burdens of mere 
representation, and of tradition when it has become sapless.” Hind, The Post 
Impressionists, 5. イギリスの美術史家のベネディクト・ニコルソン（Benedict 
Nicolson, 1914−1978）は、ハインドは表現主義的傾向を強調することによってポスト印
象派を称賛していたと指摘している。Benedict Nicolson, “Post-Impressionism and 
Roger Fry” The Burlington Magazine, (January, 1951): 14, 15. 
53 アメリカ・カリフォルニアの蒐集家でマティスの熱狂者として紹介されているスタイ
ン夫妻は、「Mr. and Mrs. Michel Stein, Californians」と書かれている。ガートルー
ド・スタイン（Gertrude Stein, 1874-1946）の兄マイケル（Michael）と妻サラ




54 “That group of nudes in flat, house-painter’s colour, one green, one pink, one pale 
yellow! that abortion of the female from so grotesquely naked! those vivid streaks of 






















with the blatant smear of green shadow under the chin! that abominable bronze!” [sic] 
Hind, The Post Impressionists, 45-46. 
55 1911 年 11 月 24 日付の中島兼子宛の手紙においても柳は『ポスト印象派の画家たち』
に触れている。この本を入手してからの１週間、武者小路実篤や志賀直哉らと夜遅くまで
語り明かしたと記している。柳宗悦「11 月 24 日中島兼子宛［封筒欠］」『柳宗悦全集第
21 巻上』53. 
56 柳「革命の畫家」567.  






61 無署名「美術界」『萬朝報』1913 年 1 月 1 日 3 面. 1912 年は日本画、洋画を問わず、
ポスト印象派の絵画に影響を受けた作品が多く発表された年であった。田中淳「後印象





















と同調」66しているものと捉え、『美術新報』（1913 年 2 月）に掲載された「洋画における
 
62 木村荘八「後期印象派に就て二項」（1914）『後期印象派（上）』（洛陽堂, 1920）. 
63 例えば、アーサー・ジェローム・エディの Cubists and Post-impressionism (A. C. 


































が書いた「画界近事」（『中央公論』1911 年 6 月）をきっかけに始まった。1911 年 4 月に
開催された山脇信徳の個展を鑑賞した木下は、画家の内面を表現するにあたって「技術」
があればより良く、「絵画の約束」に則って描くことによって鑑賞者に理解できるような作
品を作るべきではないかと提言した69。その後、山脇が『白樺』（1911 年 9 月）で人格主
 







69 木下杢太郎「画界近事」『中央公論』（1911 年 6 月）：144. 
 37 
義をとる制作者としての意見を掲載し、それに対する木下の反論が『白樺』（1911 年 11 月）
に掲載された。同号の「六号雑記」には武者小路が山脇を擁護する趣旨の反論を記したこ
とで議論は三者間へと拡大した。絵画における自己の表現と技術そして社会性に関するこ























いる。正「編輯室にて」『白樺』3 巻 1 号（1911）：158. 
71 柳「革命の畫家」561.  
72 北澤憲昭『岸田劉生と大正アヴァンギャルド』（岩波書店, 1993）155. 稲賀繁美は柳の
「革命の畫家」は「絵画の約束論争」に対するプロパガンダであったとして指摘してい
る。稲賀繁美「『白樺』と造形美術：再考——セザンヌ“理解”を中心に」『比較文学』
38 号（1995）： 89. 
73 五十殿利治『観衆の成立——美術展・美術雑誌・美術史』（東京大学出版会, 2008）95. 





























洋画商史』（日本洋画商協同組合, 1994）136−137, 142−143. 
76 五十殿『観衆の成立』13−17. 


































79 記者「挿畫に就て」『白樺』4 巻 2 号（1913）：119. 











“The Art of Bernard Leach” (1914) 
 バーナード・リーチ（Bernard Leach, 1887-1979）は 1909 年に日本に移住してから 1920
年にイギリスに帰国するまで、白樺派の人々と交流を深めている83。『白樺』の表紙制作、
文章の寄稿、個展の開催などを通して、リーチは白樺派の活動に貢献していた。リーチは














「リーチ」（1914）『柳宗悦全集第 14 巻』（筑摩書房, 1982）78. 
84 柳宗悦の“The Art of Bernard Leach”は 1914 年 10 月の The Far East に掲載され、
1914 年 11 月の『白樺』に転載された。橋詰光春による日本語版は式場隆三郎編『バー
ナード・リーチ』（建設社, 1934）に掲載さている。水尾比呂志「解題」『柳宗悦全集第
14 巻』709. 
85 ゴシック精神につらなる芸術家として、ミケランジェロ（Michelangelo di Lodovico 
Buonarroti Simoni, 1475−1564）、ウィリアム・ブレイク（William Blake, 1757−
1827）、オーギュスト・ロダン（Auguste Rodin, 1840−1917）、オーガスタス・ジョン




Thus the art of Mr. Leach is not that of explanation, but of significance, … the 
way it takes it not indication, but implication; what it indicates is not definite 
but suggestive. It is a fact that all primitive art is extremely symbolic, simple 
and decorative, and Mr. Leach attempts to go back to the primitive idea through 
the medium of his new consciousness. He is trying to throw aside the complexity 
and mask of this modern age and to go back to the simplicity and nakedness of 





















86 柳宗悦 “The Art of Bernard Leach”（1914）『柳宗悦全集第 14 巻』64.  
87 柳 “The Art of Bernard Leach” 65−66. 
88 Ibid., 65−66. 
89 リーチはまず静的なファンタジー “static fantasy” の状態にいたが、ダイナミックな




ていた91。リーチの芸術は 「not that of explanation, but of significance」であるという
















When Soetsu Yanagi was young, he immersed himself in Christian mysticism. At 
that stage he wrote a long book on William Blake and published a Japanese 
magazine called Blake and Whitman. Later, together with his literary and 
painter friends, he entered the world of Post-Impressionism, Impressionism, and 











That took him gradually back to his own East, especially to Korean art and to 
Japanese folk art, which he may be truly said to have discovered. This was not 
an intellectual and systematic process with him, but one of intuition dictated by 
an extraordinary visual perception of truth92. 
 
第 2 節で事例としてあげてきた 1912 年から 1914 年までの柳の動向は、濱田が説明する
ところのちょうど東洋への回帰へと続く過程にあると言える。1914 年に記した “The Art 





















92 Shoji Hamada, “Yanagi and Leach” in The Unknown Craftsman: A Japanese 
Insight into Beauty (Tokyo: Kodansha International, 1972; 1978) 参照.  






































































99 Ibid., 291. 
100 原文に記された「 變 態
モヂヰクエシャン
」のフリガナは印刷の粗さから判別が難しいが、「モディフ
ィケーション Modification」という英単語を当てていると思われる。Ibid., 290. 
101 Ibid., 291. 
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21』23 号（2011）：77.  
104 ゴーガンの『ノア・ノア』に刺激を受けて「原始芸術」の研究へと導かれた画家に宮
武辰夫（1892−1960）がいる。宮武と彼の「原始芸術」研究及びコレクションについては
第 2 章第 4 節、第 5 節で論じる。 
105 「その経歴が世人の好奇心をひいて日本のゴーギャン扱いされたことも一再ではな
く、大新聞が大きなインタヴュー記事を掲載したこともある」岡谷公二「異色作家発掘 

































107 滝沢の報告によると、1920 年から 33 年（委任統治開始から国際連盟脱退まで）に 9











要』3 号（2000）：12. 丸山尚一「土方久功年譜」『同時代』34 号（1979）：188.  
110 中村「土方久功素描」11−13.  



































115 須藤健一, 清水久夫「序文」土方久功『土方久功日記 I』須藤健一, 清水久夫編（人間
文化研究機構国立民族学博物館, 2010）i. 土方の日記（1922 年 7 月から 1977 年 1 月ま
で 122 冊）と草稿やノート類は国立民族学博物館の「民族学研究アーカイブス」中「土
 50 




1922 年 8 月 1 日の日記では「自然人としての私の嘆息と憧憬とを、ゴーガンは都会をは
なれた最初に、いみじくも叫んで呉れ」たものとして、『ノア・ノア』からの引用を書き記
している。1926 年 1 月 15 日の日記には、「自分が最初に好きになった」ゴーガンの「小
さな伝記」を読んだと書いている。この時点から３年ほど前には「ゴーガンの手紙」も繰
り返し読んでおり、「ゴーガンの幻想的なものは、ひどく私を引きつけ」、「全く不思議な程













利用機関法人 人間文化研究機構 国立民族学博物館 民族学研究アーカイブス』最終ア
クセス 2017 年 10 月 21 日, http://nmearch.minpaku.ac.jp/hijikata-
archives/hijikata.html.）清水によると、土方の日記は全 123 冊であるが、そのうちの第
32 冊が行方不明になっているという。また、日記は第１冊から第 31 冊第 V 巻まで
（1922 年〜1942 年）までを『調査報告』（SER）として国立民族学博物館から刊行され
ている。清水『土方久功正伝』ii, 314. 
116 土方『土方久功日記 I』（2010）13.  
117 土方久功『土方久功日記 II』須藤健一, 清水久夫編（人間文化研究機構国立民族学博
物館, 2010）92. 
118 Ibid., 396. 引用にあたって、カタカナ表記を平仮名表記に変更した。 
119 「ノアノアは私に「南洋」と「土人」を教えはした」Ibid., 396. 


























121 土方久功「わが青春のとき」『土方久功著作集第 6 巻』（三一書房, 1991）193−194. 
122 松岡静雄と土方久功のミクロネシアに対する視線は重なる部分がかなりあると指摘さ
れている。遠藤央「表象のたたかい―ミクロネシア、パラオをめぐるオリエンタリズム」





図集別冊第 10 巻』（世界原始民芸図集刊行会, 1941）1. 
















芸術』（1922）129を購入し読んだこと（1922 年 8 月 27 日）130、三越で開催された「独逸
表現派展覧会」でマックス・ペヒシュタイン（Max Pechstein, 1881−1955）などの作品を
鑑賞したこと（1923 年 5 月 15 日）131、一氏義良
いちうじ よしなが
著『未来派立体派表現派』（1924）を読
んだこと（1924 年 5 月 29 日）132、上野で開催されたドイツ表現主義の展覧会「独逸展覧
 
127 大久保「プリミティヴィズム前史」334.  
128 清水久夫「土方久功の造形思考——その表現主義的性向をめぐって」再掲『土方久功






として Max Osborn 著 Geschichte der Kunst (1920)が挙げられている。第二篇と第三篇
はそれぞれ海外の研究書を翻訳し、要約したものが掲載された。第二篇は「表現主義の理
論と方法」と題して Georg Marzynski 著 Die Methode des Expressionismus（Leipzing 
1921）を使用し、第三篇は「印象主義と表現主義」と題して Franz Lansberger 著
Impressiouismus und Expressionismus（Leipzig, 1920）が使用されている。「佐久間政
一著」として出版されているが、佐久間は序文において「編著者」であることを記してい
る。佐久間政一『表現派の芸術』（日本美術学院, 1922）日高昭二、五十殿利治監修『海
外新興芸術論叢書刊行本篇第 3 巻』（ゆまに書房, 2003）347−349, 554.  
130 土方『土方久功日記 I』26. 



















42）（図 1−1）や《原始》（1929—42）は、エルンスト・キルヒナー（Ernst Kirchner, 1880
−1938）の《パリスの審判》（Urteil des Paris, 1913）、《街の五人の女》（Fünf Frauen auf 
der Straße, 1913）やオットー・ミュラー（Otto Müller, 1874−1930）の《水浴する二人の

















ある。足立元『前衛の遺伝子——アナキズムから戦後美術へ』（ブリュッケ, 2012）105.  
133 土方『土方久功日記 II』194.  
134 Ibid., 194. 
135 清水「土方久功の造形思考」448. 
136 Ibid., 449. 
137 Ibid., 454. 









































年 8 月 1 日のことである。「自分の中には太古の粗野で純朴な人格と、病的にまで繊細で
懊悩な人格」の全く異なる人格が共存していることを書き記している。「太古の粗野で純朴
な人格」をもつ「自然人」はゴーガンに代表され、「病的なまでに繊細で懊悩な人格」の「近





 1926 年の日記を確認すると、「素人」と「玄人」の対比が明快に示されている。1926 年
















ンドベルヒとなっている。）原典 Inferno は 1897 年にフランスで出版された。1912 年に
英語版が出版されている。 
141 「小さな伝記」については書名が明記されていない。 

























143 土方『土方久功日記 II』216. 
144 Ibid., 214. 
145 飯田善國は、土方が在学中の東京美術学校の傾向として、「ロダン風に肉付けするこ
とが至上の掟」となっていたと述べている。「土方久功論―序説―」『新文明』5 巻 3 号







































立美術館, 東京新聞編（東京新聞, NHK プロモーション, 2006）16. 
149 遠藤「ルソーの 1 世紀」14, 16−17, 22.  
150 一氏義良『未来派立体派表現派』（東京: アルス, 1924）198. 
151 Ibid., 200. 
152 一氏『未来派立体派表現派』199−200. 





























154 土方久功「三河大工『杉浦佐助』の彫刻」『民藝手帖』4 号（1958）：21. 


































談しても、彫刻家では生きていけないとたしなめられていたそうだ。倉橋, Ibid., 7−12. 






























159 森田「泰西画界新運動の経過及びキュビズム（中承前）」277, 279. 
160 土方「三河大工『杉浦佐助』の彫刻」21. 
























162 宇佐見は 1953 年の個展を手伝っていた。宇佐見英治「土方久功の彫刻」『同時代』第
2 次 34 巻（1979）：137. 宇佐見による「土方久功の彫刻」は『土方久功著作集第 8 巻』
（三一書房, 1993）に再録されている。 
163 清水久夫「土方久功―その人と芸術」『土方久功展―南太平洋の光と夢』世田谷美術
館編（世田谷美術館, 1991）19.  
164 南洋から帰国したのち、日本での制作には欅、樫、桜のように比較的堅い木を用いて
いたという。鍵岡正謹「土方久功の人と仕事」『土方久功―日本＋南洋の表現』高知県立
美術館, 梶光伸編（高知県立美術館, 2001）11.  
165 大小 4、5 本の手斧を用意しており、カイバックルのほかには「パラオの Hebaki、サ
テワヌの Sile」を愛用していた。（1950 年 2 月 11 日の日記より）土方久功『土方久功日
記』. 
166 梶光伸「土方久功の表現」『久功―日本＋南洋の表現』21. 
167 宇佐見英治「訪問・二人の作家 1 土方久功」『美術手帖』82 号（1954）：22.  
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168 岡本謙次郎「土方久功『蕃首・男』」『美術手帖』97 号（1955）：97.  
169 梶「土方久功の表現」21.  





1930 年に南洋庁を退職した。1931 年 9 月には「南洋群島」の島々を巡り、10 月にはサタ
ワル島に到着し、生活を始めた。土方がパラオを離れサタワル島に移住したのは、「南洋群
島」の都市における急速な日本化が進んでいたことが原因として挙げられる。1930 年以降




なっている。1939 年にはパラオ島に移り、日本へも一時帰国するものの174、同年 8 月に
再びパラオを訪れている。その後、1942 年 7 月に南洋庁に退職願いを提出し、同年 12 月
には陸軍専任嘱託としてボルネオ調査団の民族班としてボルネオの調査を始める。しかし








172 滝沢恭司の調査によると、1920 年から 33 年までに「南洋群島」に渡った美術家は 9
人だったのに対し、1934 年から 40 年代にかけては 38 人にまで増加している。滝沢「美
術家と「南洋群島」と日本近代美術と」19. 
173 サタワル島は現ヤップ州に属する島である。土方は、当時のヤップ全島の人口は 300
人程であったと回想している。宇佐見「訪問・二人の作家 1 土方久功」21. 宇佐見は「南
洋」での経験を土方から聞いた時の回想をするなかで、サタワヌ島の人口は 280 人であ
ったという土方の言葉を引用している。宇佐見「土方久功の彫刻」138.  
174 1939 年に日本へ一時帰国した際に、土方による約 300 点の蒐集品が東京帝国大学の
民俗学教室に寄附されたと朝日新聞が報じている。「モクモク人形」、「椰子油採取器」と
椰子油ランプの写真が掲載された。無署名「南洋土民風俗①モクモク人形と日用品」『朝
日新聞』1939 年 7 月 1 日（夕刊）3 面. 
175 無署名「土方久功年譜」『土方久功——日本＋南洋の表現』105. 
176 1940 年から 45 年の間に出版された土方久功の著作は以下の通りである。『過去に於
けるパラオ人の宗教と信仰』（南洋群島文化協会, 1940）, 『ヤップ島離島サテワヌ島の
神と神事』（南洋群島文化協会, 1940）,『パラオ島民の部落組織』（南洋群島文化協会, 





































































































も言及されている。清水『土方久功正伝』174, 176, 178.  

































185 土方久功「プリミティーブ・アート」『三彩』129 号（1960）：12, 21.  































































1 Goldwater, Primitivism in Modern Art, 11, 『20 世紀美術におけるプリミティヴィズ
ム』39. 西欧では 19 世紀後半に民族学博物館があいついで開設された。例えば、ベルリ
ンの古代博物館に考古学・民俗学部門設置（1865 年）、ライデン民族学博物館の開館
（1862 年）、ピーボディ考古学・人類学博物館（1866 年）が開館した。竹沢はその他に
も 19 世紀後半に開館した欧米の 12 の博物館を列記している。竹沢「文化を展示するこ
とは可能か」356. 日本の国立民族学博物館は 1974 年に創設され、1977 年に開館した。
「沿革」大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立民族学博物館, 最終アクセス 2019
年 2 月 6 日, http://www.minpaku.ac.jp/aboutus/history. 
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表 2−1 「土人芸術叢書」一覧 
題目 出版年 
アフリカ土人芸術 1925（大正 14）年 
濠州及南洋土人芸術 1925（大正 14）年 
アメリカ土人芸術 1926（大正 15）年 
古代メキシコ及ペルー芸術（上巻） 1927（大正 16）年 











治村通信』1982, 8. また、昭和 13（1938）年に高梨が亡くなってからは、新しい叢書
や雑誌の企画が行われることはなかった。川島勝、大川三雄「建築専門出版社・洪洋社の
出版活動について——その 2」『日本建築学会学術講演梗概集 F−2 建築歴史・意匠』
（1997）：96. 
 72 
洪洋社の出版活動は 1912 年から 1919 年の第Ⅰ期、1920 年から 1930 年の第Ⅱ期、1931










年に出版された 5 冊の叢書、雑誌は、全て建築に関するものである。第Ⅱ期：大正 9（1920）
年から昭和 5（1930）年では、13 の叢書、雑誌のなかで、半数に近い 6 つの叢書が美術に
関係したものとなっている。「意匠美術写真類聚」全 12 巻（1922−24）（表 2−2）、『古鐸図
録』（不明）、「美術工芸大観」全 4 期、各 12 巻（1925−28）、「土人芸術叢書」（1925−26）
（表 2−1）、『亜細亜芸術図集』(1928)、『西洋文様図譜』（1928）である。第Ⅲ期：昭和 6










4 大川三雄、川島勝「建築専門出版社・洪洋社の出版活動について——その 1 編者と出
版物の変遷」『日本建築学会学術講演梗概集 F-2 建築歴史・意匠』（1997）：94. 
5 川嶋らによるインタビューで遺族が証言している。川嶋勝, 大川三雄, 八代眞己, 田所
辰之助「洪洋社の建築出版活動の概要とその特徴について」『日本建築学会計画系論文
集』 81 号 721 巻（2016）：752.  
6 大川、川島「建築専門出版社・洪洋社の出版活動について——その 1」 93. 























表 2−2 「意匠美術写真類聚」一覧 
（本表における「期」の扱いは、『意匠美術写真類聚』に記されている出版時期の区分であり、洪洋
社における出版活動の区分とは異なる。） 
題目 期及び巻 出版年 
ウィリアム・モリス図案集 第１期第１巻 1922（大正 11）年 
ビアズリ装画集 第１期第 2 巻 1922（大正 11）年 
ギリシヤ（漢字）瓶絵集 第 1 期第 3 巻 1925（大正 14）年 
北伊太利のロマネスク装飾美術集 第 1 期第 4 巻  1923（大正 12）年 
花を取扱へる意匠図案集 第 1 期第 5 巻  1923（大正 12）年 
英吉利の古家具意匠集 第 1 期第 6 巻  1923（大正 12）年 
 
8 川島、大川「建築専門出版社・洪洋社の出版活動について——その 2」95-96.  
9 木村幸一郎「序」『古代メキシコ及ペルー芸術』（洪洋社, 1927）頁数記載なし. 
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埃及ツタンカーメン王宝器集 第 2 期第 1 巻  1923（大正 12）年 
近代の舞台装置意匠集、正 第 2 期第 2 巻  1923（大正 12）年 
近代の舞台装置意匠集、続 第 2 期第 3 巻  1923（大正 12）年 
表現主義の工芸美術集 第 2 期第 4 巻  1924（大正 13）年 
メストロウィッチの彫刻集 第 2 期第 5 巻  1924（大正 13）年 





























































13 「田辺泰」東京文化財研究所, 最終アクセス 2017 年 10 月 20 日, 
http://www.tobunken.go.jp/materials/bukko/10233.html. 











表 2−3 「図案資料叢書」一覧 
題目 集 出版年 
欧米ポスター図案集 第１集 1924（大正 13）年 
電燈装飾意匠集 第 2 集 1924（大正 13）年 
不明 第 3 集 不明 
表現主義版画集 第４集  1925（大正 14）年 
鉄格子意匠集 第 5 集  1925（大正 14）年 
絨毯図案集 第 6 集  1925（大正 14）年 
原始芸術集 第 7 集  1925（大正 14）年 
マヤ芸術集 第 8 集  1925（大正 14）年 
中世モザイツク集 第 9 集  1926（大正 15）年 
ロシアン・バレー意匠集 第 10 集  1927（昭和 2）年 
ゴルドン・クレイグ版画集 第 11 集  1927（昭和 2）年 










































































19 今井清「原始美術の一考察」『人文論究』7 巻 3 号（1956）：79. 

























レッド・コート・ハドン（Alfred Cort Haddon, 1855−1940）の 1895 年の著作にも27、ニ
 
23 K. K.「アフリカ土人の芸術」2. 監修するにあたって木村が参照した資料などは明記さ
れていないが、記述の内容から西欧の研究書を調査した上で本編の出版に至っていると推
察される。 
24 K. K. 「濠洲及南洋土人の芸術」『濠洲及南洋土人の芸術』1. 
25 Ibid., 1. 
26 Ibid., 2. 
27 Alfred C. Haddon の Evolution in Art: Illustrated by the Life-Histories of Designs 

































と指摘されている。Teukolsky, The Literate Eye, 206. 
28 K. K. 「濠洲及南洋土人の芸術」『濠洲及南洋土人の藝術』2. 
29 K. K. 「アメリカ土人の芸術」『アメリカ土人藝術』1. 
30 例えば、図版 1 は「木彫のマスク——北西アメリカ土人作 倫敦・大英博物館」と記
されている。「圖版解説」『アメリカ土人藝術』1. 
31 K. K. 「アメリカ土人の芸術」『アメリカ土人藝術』3. 
32 Franz Boas, Primitive Art（Oslo: H. Aschehoug and Co., 1927; Cambridge: Harvard 
University Press, 1928）推測の域を出ないが、『アメリカ土人藝術』でボアズの著書が









































第 2 節 『世界美術全集別巻第 15 巻民族藝術篇』（1930） 
 昭和初期において「原始芸術」が美術史の観点から初めて系統的にとらえられたのは、
『世界美術全集別巻第 15 巻』における「民族藝術」の特集である。「世界美術全集」（全 36














34 今和次郎は 1912 年に早稲田大学理工学部建築科の助手となっており、長年、早稲田大
学で教鞭をとっている。木村とは早稲田大学でも同じコミュニティに属しており、戦前の
東北における雪害調査とその対策では、両名とも調査団に加わっている。黒田正夫「木村






36 刊行年は第 1 巻から順等ではない。1927 年に出版されたのは、第 7 巻『ビザンチン・
印度グプタ朝・唐時代・新羅統一時代・白鳳時代』、第 17 巻『ルネサンスと東山時代』































39 Ibid., 14. 
40 石井柏亭「原始藝術概論」『世界美術全集別巻第 15 巻 民族藝術篇』7. 
41 Ibid., 3−7. 木村荘八「アフリカ土蕃の作例」13−15.参照. 




























43 田辺「民藝概論」 9.  































巻 11 号（2013）：10. 「著者略歴」『南方共栄圏の民藝』参照. 
47 岸本彩星童人「後記」『南方共栄圏の民藝』2.  



























表 2-4 『子寿里庫叢書』出版年、出版社、内容 
書名 出版年 出版社 内容 
子寿里庫叢書第一篇 1937 兵庫：子寿里庫 天王寺の蛸蛸眼鏡 
子寿里庫叢書第二篇 不明 兵庫：子寿里庫 不明 
子寿里庫叢書第三編 1939 東京：吾八 ニュウギニャ其附近島嶼の土俗品 






























通信』74 巻 21 号（2009）：17. 
57 機関誌『阪急美術』は「阪急美術」（1937 年 10 月から 41 年６月）、「汎究美術」
（1941 年７月から 1942 年 3 月）、「美術・工芸」（1942 年 4 月から 1944 年 10 月）、「日







59 吾八は 1911 年に大阪に開店した。その後、1937 年に東京・西銀座に移転し、1957 年
には有楽町に再移転している。「「和美三昧」毎日アート出版の特撰美術品」和美三味ショ





























究室が管理している。2015 年には展覧会「文学部 125 年記念企画展 語り出す南洋の造
形 慶応大所蔵・小嶺磯吉コレクション」（2015 年 1 月 9 日から 2 月 7 日慶応義塾大学
三田キャンパス図書館１F 展示ギャラリー）が開催された。「慶應大所蔵・小嶺磯吉コレ
クション——慶應大学文学部：125 年サイト」山口徹監修, 山口徹, 安藤広道, 佐藤孝雄, 







う。岸本彩星童人『子寿里庫叢書第 3 篇』（吾八, 1939）頁数記載なし. 
63 岸本「目録」『子寿里庫叢書第 3 篇』頁数記載なし. 







 「子寿里庫叢書」は 4 篇のみの小さい叢書であるが、身近なものの民俗学的資料の蒐集
から始まった岸本の蒐集活動が、海外の民族的な資料や美術、工芸へと広がる過程を伝え




















































69 岸本『南方共栄圏の民藝』参照.  
70 岸本「南方民藝叢話」4. 
71 Ibid., 4. 










































第 4 節 宮武辰夫――原始芸術研究家 
 宮武辰夫は、戦前は原始芸術研究家、戦後は児童美術研究家として知られている78。東
京美術学校時代から「原始芸術」に関心を持っていた宮武は、アイヌ民族の芸術を研究し




























約 100 点の作品を集めて、1916 年 8 月 2 日から 4 日に「個人洋画展覧会」を開催してい
た。佐々木馨「第 2 章第 7 節 5 芸術分野の興隆 3 美術界の動向」『函館市史デジタル版』
最終アクセス 2017 年 11 月 19 日, 
http://archives.c.fun.ac.jp/hakodateshishi/tsuusetsu_03/shishi_05-02/shishi_05-02-07-
05-03-03.htm.  






















81 宮武『幼児の絵は生活している』18−19. 特に、1919 年から 21 年までは原始美術の研
究のため世界各地を旅した期間となっている。宮武辰夫『保育のための美術』（文化書房
博文社, 1979；恒星社厚生閣, 1954）「著者紹介」参照. 
82 Ibid., 20−21. 
83 例えば宮武は、日本の南進政策を成功させるためには「土俗習慣」を知る必要があ
り、「科学と土俗を一緒に研究してゐるドイツ」に学ぶべきであると述べている。宮武辰
夫「南方共榮圏の風土地理と社會文化」『産業講座資料第 25 號 南方共榮圏の近状』神戸





84 山内神斧「原始人の絵畫、彫刻」『子寿里庫叢書第 3 篇』（1939）頁数記載なし. 
85 小原豊雲「宮武さんのこと」『芸術新潮』13 巻 11 号（1962）：146. 
86 戦後に出版された幼児美術に関する代表的な著作には以下のものがある。宮武『幼児
の絵は生活している』（1954）, 『幼児画問答』（ひかりのくに昭和出版, 1954）, 『保育




































































































学研究紀要』22 号（1990）：75.  
96 「十億の結合へ——大東亞藝能文化協會発足」『朝日新聞』1942 年 11 月 22 日夕刊, 2
面. 
97 「大東亞講座」の記事で宮武の肩書きは「海軍省南方政務部」と記されている。「大東
亞講座——廿五日から開く」『朝日新聞』1943 年 3 月 3 日朝刊, 3 面. 「「大東亞講座」開
































100 1942 年 3 月に発行の雑誌『工業評論』にて、宮武は「東京美術學校の洋畫家である
が、原始人研究のため、中央畫壇を遠ざかり、二十餘年間世界を歩き、各地の原始民族藝
術に沒頭した人」と紹介されている。（紹介文執筆者不明）宮武辰夫「南方原始民族の特
異性」『工業評論』28 巻 3 号（1942）：9. 
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 まず、豊雲の経歴について確認する。豊雲は現在も続くいけばな小原流の三世家元とし

























102 小原豊雲『日本のいけばな第 3 巻』（小学館, 1979） 
103 植村鷹千代「戦後のいけばな芸術と小原豊雲」『三彩』410 号（1981）：88. 
104 三頭谷鷹史『複眼的美術論——前衛いけばなの時代』（美学出版, 2003）62. 










 小原豊雲が宮武コレクションと初めてコラボレーションしたのは、1939 年 9 月 17 日か








































































ける小原豊雲展」（東京・日本橋 高島屋、1962 年 5 月）で再び宮武コレクションのカヌ
ーを使用した作品《大洋オーシャン》（1962）（図 2−7）を制作している118。宮武コレクシ



















生するのは 1945 年以降であると指摘している。Ibid., 146. 
118 カヌーを使用した 1939 年の作品と使用したカヌーが同一のものであるか、作品名が
どう同じであるかどかは不明である。 
























して開催された最後の個展「幻想庭園 小原豊雲展」（東京日本橋・高島屋、1987 年 10 月
















126 「シュールな作風に土俗性——小原豊雲 4 年ぶり個展」『朝日新聞』1987 年 10 月 24




























127 小原『盛花と小原流』174−175.  
128 Goldwater, Primitivism in Modern Art, see Chapter 1, 『20 世紀美術におけるプリ


























































 第 1 章では雑誌『白樺』とプリミティヴィズムの関係について考察し、第 2 章では大正
時代から昭和時代初期にかけての日本国内における出版物とコレクションを中心に「プリ
ミティヴ・アート」の受容について検証した。第 1 章と第 2 章での考察を通して気づくの
は、プリミティヴィズムや「プリミティヴ・アート」受容の場の近くに、柳宗悦がいるこ




運動に至るまでの流れを概観する。『白樺』は関東大震災をきっかけに 1923 年 8 月に廃刊
となり、1924 年に柳は京都へ移住する。朝鮮民族美術館の設立準備や木喰上人の調査研究
を進めるかたわら、京都の蚤の市で売られていた日用品の美しさに感動し、下手物













1 水尾比呂志『評伝柳宗悦』（筑摩書房, 1992）347−349 参照.「日本民藝美術館設立趣意
書」（1926）は、富本憲吉、河井寛次郎、濱田庄司、柳宗悦の連名で発表された。『柳宗
悦全集第 16 巻』（筑摩書房, 1980）7.  
2 矢島新「「眼の革命」——日本美術の発見者たち」矢島新、山下裕二、辻惟雄著『日本
美術の発見者たち』（東京大学出版会, 2003）21. 























立」（1936）『柳宗悦全集第 16 巻』64. この考えは民芸の人々にも共有されていた。例え
ば式場隆三郎は「柳さんは美を發見する天才だ。そして人を發見する天才だ。民藝館はこ
の天才が生んだ稀有の藝術品だと思ふ。」式場隆三郎「柳さんと民藝館」『アトリエ』14
巻 3 号（1937）：10. 
5 河原啓子『「空想美術館」を超えて』（美術年鑑社, 2011）102. 
6 中見真理『柳宗悦——「複合の美」の思想』（岩波書店, 2013）9-10.  































ウィリアム・ブレイクやポスト印象派など 19 世紀から 20 世紀初頭のイギリスの知識人た
ちからの影響を考えると、濱田が「the Primitives」として捉えているのは 19 世紀中頃の
イギリスで賞賛されていた「初期芸術」としての「プリミティヴ芸術」、そしてラファエル









12 “Later, together with his literary and painter friends, he entered the world of Post-
Impressionism, Impressionism, and so back over the centuries of European art to the 











































































































































24 北川は 1929 年 3 月に京都で開催された「日本民藝品展」以降、骨董商が民芸品に目
をつけ、「目ぼしいものは手に入らなくなった」と述べている。北川桃雄『秘仏開扉』（矢
貫書店, 1944）118. 
25 代表的なアート・ギャラリストにチャールズ・ラットン（Charles Ratton, 1895−
986）がいる。ラットンは 1920 年代からアフリカ美術に関心を示し、1930 年代には前衛
芸術家たちとともにアフリカ美術やオセアニア美術の展覧会を開催していた。例えば、
1936 年にブラックとピカソの作品を「ニグロ彫刻」と並べた展示を行っている。Mary 
Anne Staniszewski, The Power of Display: A History of Exhibition Installations at the 
Museum of Modern Art, Cambridge, Massachusetts: The MIT Press, 1998, 81. 2013 年
6 月 25 日から 9 月 22 日まで、フランス・パリのケ・ブランリ美術館にて、「プリミティ
ヴ・アート」に関わるラットンの活動に注目した展覧会 Charles Ratton: L’invention de 
Arts “Primitifs” が開かれている。 Charles Ratton: L’invention des Arts “Primitifs”, 
Musée du quai Branly-Jacques Chirac and Skira Flammarion, 2013, 最終アクセス






























































26 柳宗悦「朝鮮民族美術館に就て」『白樺』（1921 年 1 月号）180−184.  
27 柳宗悦『民藝四十年』（岩波書店, 1984）174. 
28 柳「日本民藝館に就て」（1938）『柳宗悦全集第 16 巻』82. 
 115 
The Japan Folk Crafts Museum である。通常、工芸には Craft、民俗品には Folk Art が
用いられる。「日本民藝美術館設立趣意書」（1926）においても柳は、「民藝 Folk Art」、「工
藝 Craft」と記しており、民芸と「Folk Art」が一致するものとして捉えられていたことが
わかる29。その後、柳は工芸を強調するために Folk Craft という言葉をつくり、「民藝」の












29 「自然から産みなされた健康な素朴な活々した美を求めるなら、民藝 Folk Art の世界
に來ねばならぬ。」「必然蒐集せられる作は、主として工藝 Craft の領域に属する。」柳宗
悦「日本民藝館設立趣意書」（1926）『柳宗悦全集第 16 巻』5. 
30 柳宗悦「日本民藝館」（1954）『柳宗悦全集第 16 巻』182. Oxford English Dictionary 
(OED) Online には folkcraft は“the making of traditional objects, usually by hand or 
by traditional methods; objects so made.”と定義されている。もっとも古い使用は、
1884 年の Folk-lore Journal（2 巻 312 号）で確認されている。“folkcraft”, Oxford 
English Dictionary Online, 最終アクセス 2018 年 3 月 25 日, 
http://www.oed.com/view/Entry/72542?redirectedFrom=folk+craft#eid3944166. OED 
Online では mingei を “Japanese folk art, traditional Japanese handicraft, esp. as 
represented by functional everyday objects.”と定義している。“mingei”, Oxford 
English Dictionary Online, 最終アクセス 2017 年 10 月 30 日, 
http://www.oed.com/view/Entry/118801?redirectedFrom=mingei#eid. また、1978 年に
アメリカ・サンディエゴに創設された Mingei International Museum では、mingei を




て “art of the people”としての民芸に開眼したという。1974 年に非営利機関として始ま
り、1978 年 5 月に Mingei International Museum を開館した。“About / History of 
Mingei”, Mingei International Museum, 最終アクセス 2017 年 10 月 30 日, 
https://mingei.org/about/history-of-mingei/. 英語圏における Mingei の使用から、柳が











なく、それ自体が新しく作られた用語であったが34、Art と Craft を区別する概念は西洋に
おいても比較的新しい概念であると柳は指摘する。柳によると、Artist は 16 世紀から使
用され始めたが、当初は「腕のある人」の意味で Craftsman と同じ意味であった。18 世
紀以前には Artistic や Artistically という言葉は存在しておらず、Artist をいわゆる美術
家という意味で使用するようになったのは近代の産物であるという35。20 世紀には、
Artistic は美をたたえる褒め言葉として使われる一方で、Craftic は褒め言葉にならないだ
けではなく辞書にも載っていない。これほどまでに Art と Craft の差は歴然となり、美術
を上位とするヒエラルキーがあった36。美術が工芸を含む多くの造形物から分離する要因
となったのは、近代における理性の発達と個性の確立が進み「美術」の輪郭が明確化した





32 1934 年のラジオ講座は、1935 年に「民藝の趣旨」を加えて、『美術と工藝の話』とい
う一冊の本となって出版された。『柳宗悦全集第 9 巻』では、1935 年に出版されたもの
が所収されている。水尾比呂志「解説」『柳宗悦全集第 9 巻』593.  




ば」と戦略』（講談社, 1996）6.  
35 柳「美術と工藝」14. 
36 Ibid., 33. また、「日本民藝館案内」では、これまでは美を語るには「美術的」という
言葉がもちいられてきたが、これを「工芸的」という言葉に置きかえたいと述べている。
柳宗悦「日本民藝館案内」（1947）『柳宗悦全集第 16 巻』91.  
37 柳「美術と工藝」29−30. 



























39 柳宗悦「『白樺』と『工藝』」は 1939 年発行の『工藝』第 94 号に掲載され、後に補訂
版『私の念願』（不二書房, 1942）に収録された。本論文で引用に使用した『柳宗悦全集
第 9 巻』は『私の念願』（不二書房, 1942）を底本としている。 
40 柳「『白樺』と『工藝』」184, 188, 189. 
41 Ibid., 188. 
42 Ibid., 189. 

















































































 さらに、柳は 1941 年にも東京帝国大学の人類学教室において民芸学と民俗学の違いに
ついて講演をしている。講演終了後には、雑誌『工芸』（104 号）に「民藝学と民俗学」（1941）
という題目で講演要旨が掲載された。柳は「Anthropology, Anthropography, Archaeology, 







48 柳「対談 民藝と民俗学の問題」24. 
49 Ibid., 24−26. 
50 Ibid., 27. 
51 Ibid., 27, 31. 
52 Ibid., 23. 















































第 2 節 日本民藝館――民芸の表象と鑑賞 






















59 柳宗悦「民藝館の使命」（1936）『柳宗悦全集第 16 巻』70−71. 






























立趣意書」『柳宗悦全集第 16 巻』7.  
63 柳「民藝館の生立」64. 
64 柳「民藝館の特色」（1958）『柳宗悦全集第 16 巻』273. 
































67 柳「蒐集に就て下編」（1933）『柳宗悦全集第 16 巻』554. 






















博物館に就いて」『博物館研究』1 巻 3 号（1928）：5. 
70「工芸は常に家屋と結合されなければならない」という考えから、上野で開催された博
覧会に出品した「民藝館」においても、「日本家屋」が展覧会会場として使用された。柳
宗悦「民藝館に就て」13. 田中豊太郎「陳列について」『工芸』110 号（1942）：30. 
71 柳宗悦「民藝館入口」『アトリエ』14 巻 3 号（1937）：頁数記載なし. 
72 ワシントンの国立美術館の例を取り上げ、「普通の簡単な補充説明札の外に、今回更に
陳列品に対し一層詳細な説明札を附することにした」と説明されている。一記者「美術工



























1918 年に出版された Benjamin Ives Gilman 著 Museum Ideals of Purpose and Method 
(Cambridge: Riverside Press, 1918)の「大要を抄訳したもの」（6）であると補足がつい
ている。Gilman はボストン美術館（Museum of Fine Arts, Boston）に長年務めた職員
であり、ミュージアム・アドミニストレーションに関する理論と実践について書いてい
る。原書を確認すると、「美術館の説明札」は、第 4 章 “Exegesis. The Ideals of Official 

















インタビュー」（公開日 2017 年 2 月 10 日）SYNODOS, 最終アクセス 2017 年 10 月 30
日,  https://synodos.jp/culture/19080. 
































80 無署名「美術館めぐり④」『朝日新聞』1939 年 8 月 27 日夕刊, 3 面. 
81 富本、河井、濱田、柳「日本民藝館設立趣意書」5. 
82 吉田憲司「民具と民藝・再考——展示への視座が分けたもの」『柳宗悦と民藝運動』熊
倉功夫, 吉田憲司共編（思文閣出版, 2005）220. 


























用した」博物館であることに由来している。1933 年の記述では、玩具が 1500 から 1600
種集まったと述べている渋沢敬三「アチックの成長」（1933）『渋沢敬三著作集第 1 巻』
（平凡社, 1992）11, 12.「アチック・ミューゼアム」という正式名称が決まったのは
1925 年である。1942 年に「日本常民文化研究所」と改称し、1950 年に財団法人日本常
民文化研究所となった。1981 年 7 月に神奈川大学日本常民文化研究所が設立され、1982
年に財団法人は解散となった。現在でも神奈川大学において日本常民文化研究所の活動が
続けられている。「沿革」神奈川大学日本常民文化研究所, 最終アクセス 2017 年 10 月 29








説 被差別部落・「原始民族」への言及について」『渋沢敬三著作集第 1 巻』（平凡社, 
1992）645−652 参照. 






































































カイブ−生涯、著作、資料, 最終アクセス 2017 年 10 月 29 日, 
https://shibusawakeizo.jp/writing/myfather_02.html. 
94 渋沢「アチックの成長」12. 
95 Ibid., 14, 16. 



























































































に 「目黒の美術館で農民芸術の展示」（1936 年 10 月 27 日）、「日本におけるあなたの家」







107 「大展覧室」では 2 ヶ月おきに企画展が開催されており、できる限り多くの作品を展
示したいという意思が感じられる。柳「日本民藝館案内」89. 
108 柳宗悦「民藝館の来館者」（1939）『柳宗悦全集第 16 巻』103−104． 
109 Ibid., 102． 
110 Caiger, George, Tell Me about Tokyo (Tokyo: The Hokuseido Press, 1939) 79, 103−
108.  
111 例えば、George Caiger, Tell Me about Tokyo (1939)、Official Department of Fine 










































































































は、Brian O’Doherty 著 Inside the White Cube: The Ideology of the Gallery Space 
(San Francisco: The Lapis Press, 1976, 1986) に詳しい。 



















































































一青年社）の出版を記念して、1941 年 9 月 1 日から 11 月 9 日の間、杉山のコレクション
が日本民藝館で展示された（図 3−3, 3−4, 3−5）130。杉山のコレクションの中から「特に民
芸品としての品物」を芹沢銈介（1895−1984）が選択し、アイヌ語とともに展示した。1941
年 9 月 5 日に開催されたアイヌ研究の金田一と杉山の講演会には 100 人を超える聴衆が集
まり盛況に終わった131。1940 年から 42 年まで日本民藝館管理主任をつとめた鈴木たけよ
 
128 柳宗悦「美の浄土」（1960）『柳宗悦全集第 18 巻』（筑摩書房, 1982）252−253. 『美
の法門』と『無有好醜の願』に続く仏教美学論考として発表された『美の浄土』は、
1960 年日本民藝協会第 14 回全国協議会の挨拶に代えて執筆されたものである。病気の
ために柳の発音が不自由になっていたため、小冊子として配布された。1962 年に体裁を
改めて再販されたが、全集では初版本が用いられている。水尾比呂志「解題」『柳宗悦全
集第 18 巻』725−726. 
129 柳宗悦『美の法門』は 1948 年に執筆され、同年 11 月 4 日に京都相国寺における第二











號〕」（1941）『柳宗悦全集第 15 巻』（筑摩書房, 1981）525. 
131 講演の内容は『工藝』第 106 号に掲載されている。金田一京助「アイヌの文化」1−
























132 鈴木たけよ「アイヌ工藝展覧會報告」『工藝』106 号（1941）：82−83. 鈴木たけよは
1940 年 2 月から 1942 年 3 月まで日本民藝館の管理主任をつとめていた。「民藝館の私の
仕事」『工藝』110 号（1942）：95-96. 展覧会には杉山のコレクション約 1000 点が展示
された。巻末広告参照『工藝』105 号（1941）. 
133 柳「編輯後記〔『工藝』第百六號〕」524. 
134 柳によるアイヌについての論文は『工藝』第 106 号と第 107 号に集中している。上野
昌之「柳宗悦のアイヌ二論について−「オリエンタリズム」との関係から」『早稲田大学大
学院教育学研究科紀要』別冊 12 巻 1 号（2004）：2.  


































































140 柳宗悦「陸中雑記」『工藝』108 号（1942）：26−27. 
141 Ibid., 32−33. 






















































1930 年代の日本におけるピカソ、キュビズム、アフリカ美術  
 まず、1930 年代の日本におけるピカソ、キュビズム、アフリカ美術の受容を確認し、柳












かは不明であるが、1937 年の『アトリエ』で興味深い偶然が生じている。1937 年 2 月号
のアトリエグラフはピカソに関連する写真が 5 頁に渡って掲載されている。明快に確認す
るのは難しいが、「ピカソの画室」の写真の右側には、「プリミティヴ・アート」のような
ものが置かれている（図 3−6）。民芸特集（図 3−7）が組まれた『アトリエ』1937 年 3 月
号では、荒城季夫の「黑人彫刻と近代美術」（図 3−8）が掲載されている146。そして、1937














さ わ は じ め
の「ピカソ論」において初めて《アヴィニョンの娘たち》（Les Demoiselles d'Avignon, 
1907）の図版が掲載されたものの、特に言及はなされなかった148。 
 アフリカ彫刻と 20 世紀美術の関係を中心に取り上げたものに、荒城季夫
あらき すえお
の「黑人彫刻










ブリジストン美術館編『館報』56 号（2007）：103−104, 113 参照. 
 146 







ュビズムと抽象美術」展（1936 年 3 月 2 日から 4 月 19 日）からの影響が推察される。同











149 荒城季夫「黑人彫刻と近代美術」『アトリエ』14 巻 3 号（1937）：21−22. 
150 Ibid., 22. 
151 “Cubism and Abstract Art” MoMA, 最終アクセス 2018 年 3 月 25 日,  
https://www.moma.org/calendar/exhibitions/2748?locale=ja. モダン・アートの歴史化に
おいて大きな影響をあたえたこの図は、MoMA で開催された展覧会 Cubism and 
Abstract Art（1936 年 3 月 2 日から 4 月 19 日）の展覧会図録の表紙に掲載された。図録
中で、ピカソの《アヴィニョンの娘たち》（1907）、《アヴィニョンの娘たちの習作》
（Study for The young ladies of Avignon, 1907）、《踊り子》（Dancer, 1907−08）とガボ
ンの彫刻が並べて掲載され、ピカソにおけるアフリカ彫刻の影響が示されている。Alfred 
H. Bar, Jr. Cubism and Abstract Art, (Museum of Modern Art, New York, 1936) 31−33. 
“Cubism and Abstract Art” MoMA, 最終アクセス 2018 年 3 月 2 日, 
https://www.moma.org/calendar/exhibitions/2748?locale=ja. 




高昭二, 五十殿利治監修『海外新興芸術論叢書新聞雑誌篇第 10 巻』（ゆまに書房, 2005）
169.  
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も開催することを計画する160。そして、1940 年 9 月１日から 10 月 1 日に特別展として
「フィリッピン工藝展」が開催された。豊富な宮武コレクションの中から「特に美しいも
 
158 宮武辰夫『幼児の絵は生活している』（文化書房博文社, 1978）18. 
159 柳宗悦「宮武君の蒐集」『世界原始民藝図集別冊第 3 巻』（世界原始民藝図集刊行会, 
1. 角南聡一郎「宮武辰夫の蒐集と台湾原住民族」『郷土博通信第』6 号（2015）：8. 
160 淺野長量「民藝協會たより」『月刊民藝』1 巻 6 号（1939）：54. 本論文での『月刊民





























161 淺野「民藝協會たより」17. 村岡景夫「民藝館小史」『工藝』110 号（1942）：103. 
展覧会に合わせて宮武の論文「バゴボ族の原始藝術」（1940 年 9 月）と「南洋圏の原始
藝術（II）――バゴボ族について」（1940 年 10 月）が『月刊民藝』に掲載された。 
162 柳「宮武君の蒐集」1. 
163 Ibid., 1. 























165 約 20 年の調査で集めた約 4000 点の蒐集品をもとに大阪に「原始民藝館」を開設した
らどうかというアドバイスを受けたが、時勢を鑑み中止したと宮武は述べている。宮武辰
夫「編輯後記」『世界原始民藝図集別冊第１巻』40.『世界原始民藝図集』は、会員向けに
図集と別冊のセットで発行された冊子である。毎月発行し、1 年間で 12 冊の出版が計画







































んだ宮武が卒業後に北海道の函館女子高等学校で 1916 年から 2 年間教鞭をとったのは、
アイヌの研究をするためであった。しかしながら、宮武が期待した「野獣的な原始美」を
 
170 式場「書架からの便り」40.  
171 宮武辰夫「巻頭言」『世界原始民藝図集別冊第 1 巻』（1940） 1. 







































 第１部「戦前の日本の美術におけるプリミティヴィズムへの接近―1910 年代から 1945
年まで」では、1910 年代から 1945 年までの日本におけるプリミティヴィズムと「プリミ
ティヴ・アート」の受容と展開を、これらが本格化する戦後の前史と捉えて考察した。プ
リミティヴィズムの始まりには諸説あるが、20 世紀美術におけるプリミティヴィズムの起


































第 2 部 
戦後の日本美術におけるプリミティヴィズム 
――1950 年代から 60 年代を中心に 
  
























































ミティヴ・アート」への関心と収集の成果を示している。Christa Clarke and Kathleen 
Bickford Berzock, “Representing Africa in American Art Museums: A Historical 
Introduction” in Representing Africa in American Art Museums (Seattle and London: 
University of Washington Press, 2011) 9. 
3 リードの著作で日本語版が出版されたのは、『芸術の意味』（足立重訳, 伊藤書店, 
1940）、『今日の絵画』（植村鷹千代訳, 新潮社, 1953）、『藝術と社会』（植村鷹千代訳, 梁
塵社, 1937）、『イコンとイデア——人類史における芸術の発展』（宇佐美英治訳, みすず
書房, 1957）がある。 
4 2015 年には辻井訳の新装版がみすず書房から出版されている。 
5 ICA の活動は 1946 年から始まっていたが、正式には 1947 年に開設された。Andrea 
Phillips, Fifty Years of the Future: A Chronicle of the Institute of Contemporary Arts 








































第 4 章 美術における比較の視点 
――1945 年から 50 年代の批評、展覧会、学術を中心に 
  
 第 4 章では 1945 年から 1950 年代初頭の展覧会、出版物、学術研究を通して、戦後の日
本における「プリミティヴ・アート」への関心を分析する。第１節では 1945 年以降の西
洋美術の再受容、特にキュビズムとピカソに関する説明の中で「プリミティヴ・アート」


























































































13 柳亮「時評」『みづゑ』495 号（1946）：66. 土方定一「後書小記」『現代美術―近代美
術とレアリズム』（吾妻書房, 1948）262. 




15 植村鷹千代「ピカソの作品」『読売新聞』1947 年 3 月 15 日朝刊, 2 面. 「泰西名画物
語」は、1947 年 3 月 10 日から 30 日まで東京都美術館で開催された「泰西名画展」に合




製展もご覧」「文化人天皇絵畫に造詣 皇后ら絵筆」『読売新聞』1947 年 3 月 18 日朝刊, 























術」『学苑』13 巻 2 号（1952）114. 
17 川島理一郎「表現の世界性と民族性―若い画家達に」『アトリエ』307 号（1952）：28. 
18 1951 年 8 月 26 日から 9 月 2 日まで高島屋（東京・日本橋）で特別鑑賞会が開かれた
のを皮切りに、大阪と倉敷を巡回し、11 月 6 日から東京で一般公開が開催された。 
19 「ピカソ祭」には 2 千数百名が集まったと報告されている。無署名「名画を踊る」『読




ュビスム−ピカソ・インパクト」がある。この展覧会は、鳥取県立博物館（2016 年 10 月
1 日から 11 月 13 日）、埼玉県立博物館（2016 年 11 月 13 日から 2017 年 1 月 29 日）、高
知県立美術館（2017 年 2 月 12 日から 3 月 26 日）で開催された。Ibid., 参照. 






















年に帰国した岡本が 1940 年から 48 年の間に日本で執筆した論文を集めた書物である。
個々の論文は異なる機会に発表されたものであり連続性を持つものではないが、全体を通




















 『画文集アヴァンギャルド』は、「I 詩とデッサン」、「II 巴里回想」、「III アヴァンギャ
ルドの歴史」、「VI アヴァンギャルドの精神」、「V 對極主義」、「VI ROMAN」の 6 章から
構成されている。5 章のうち特に「III アヴァンギャルドの歴史」と「VI アヴァンギャル
ドの精神」では、既存の芸術を刷新した 20 世紀的美術運動としてのキュビズムが強調さ
れている。自然の再現を中心とした 19 世紀までの美術を 180 度回転させた美術運動とし












































アート」が西洋の 20 世紀美術に与えた影響の大きさを際立たせている。 
 岡本は、「III アヴァンギャルドの歴史」の冒頭に「印象派からモダン・アートへ」と題
した 19 世紀末から 1940 年までの西洋美術の流れを図解したチャートを掲載している（図
4−1）32。このチャートのオリジナル版は MoMA で開催された「キュビスムと抽象美術」
展（1936）に合わせてバーが作成したモダン・アートの系譜図である。戦前の日本におけ
るバーの系譜図の受容については第 1 部第 3 章で論じているため本項では詳細を割愛する
が、岡本はバーのオリジナル版やそれを日本語に訳した寺田版をそのまま使用するのでは
なく、岡本の芸術主義である対極主義に合うよう戦略的に修正を加えている33。まず岡本
は、オリジナル版と寺田版では 1935 年であった「現在」を、1940 年まで延長している。
 
30 キュビズムとピカソにおけるアフリカ美術の影響と 20 世紀的デフォルマシオンの契機
としての「土人芸術」に関する記述は、それぞれ「デフォルマシオンについて」（1948 年
6 月 21 日夜の會報告）と「審美感の斷層」（1948 年 8 月）を下地として書かれた。Ibid., 
112. 
31 岡本「デフォルマシオンについて」（1948）『岡本太郎画文集アヴァンギャルド』107. 




「 GEOMETRICAL ABSTRACT ART 」 と シ ュ ル レ ア リ ス ム 系 統 の 「 NON-
GEOMETRICAL ABSTRACT ART」の 2 つに定めている。しかし、岡本版では
























































39 Ibid., 89, 91. 
40 Ibid., 91, 93. 











































リミティフ芸術」作品まで、豊富な図版とともに説明した一冊である（図 4−5, 4−6, 4−7, 4
−8, 4−9）。 
 特集「プリミティーフ芸術」は「I. 近代絵画と原始への回帰」、「II. 原始芸術のアルバ





表 4−1 『別冊アトリエ』特集一覧 
年 月 通版 特集名 




2 2 セザンヌ以後−現代絵画への発展 
4 3 デッサン名作集 
6 4 回想のワン・ゴォグ 
7 5 セザンヌ以前−近代絵画の黎明 





5 7 プリミティーフ芸術−原始へのあこがれ 
7 8 見る美術史 
9 9 裸婦 
10 10 近代の絵画１ 
11 11 近代の絵画２ 





































1948 年ニューヨーク近代美術館の 20 周年記念として「近代芸術の超時代的な姿」




46 瀧口修造『別冊アトリエ第７集』（1951 年 5 月）2. 
47 Ibid., 2. 
48 全 84 ページ中 24 ページから 74 ページ、全 204 作品中 42 番から 196 番が「II. 原始
芸術のアルバム」に当てられている。 
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代絵画と原始への回帰」の 18 世紀のルソーから 20 世紀までのプリミティヴィズムの通史
 
49 瀧口『別冊アトリエ第７集』 6. 
50 無署名「海外ニュース」『美術手帖』15 号（1949）：51.  
51 掲載された 3 組の作品とは、「10. シリア或いはエジプトのコプト人による象牙彫刻の
聖母子像（9 世紀）」と「11.ルオー キリスト像 1932 年頃の作」、「17. インディアン
の儀式に用いるパナマ製の鹿の仮面」と「18. ピカソ「ゲルニカ」の一部（6 頁の解説
参照）」、「23. アンジェンチンのインディアンの円盤浮彫（1500 年）」と「24. パウル・
































7 集』15, 19. 
53 Ibid., 19. 
54 Ibid., 21. 































エ第 6 集 フランス現代画家——マチス ピカソにつぐもの』6 号（1951）：44. 












1951 年 8 月に読売新聞社が主催となって開催されたピカソ展は、特別鑑賞と一般公開の
2 回にわけて展覧会が開かれた。1951 年 8 月 26 日から 9 月 2 日まで高島屋（東京・日本
橋）で特別鑑賞会が開催された後に大阪と倉敷を巡回し、11 月 6 日から東京で一般公開が
始まった。東京の一般公開では先にフランスから輸送されていた 102 点の作品に加え、ピ
カソの未発表作品や日本国内にあった作品の十数点が追加され展示された59。さらに、東
京の一般公開に合わせて「ピカソ祭」（1951 年 11 月 16 日）が日比谷公会堂で開催され、
ピカソをテーマとした講演会、詩の朗読、バレエ、映画が企画された60。総合芸術祭となっ
 
58 「ピカソ展」は読売新聞主催で 1951 年 8 月 26 日から 9 月 2 日まで、高島屋（東京・
日本橋）で開催された。無署名「ピカソ作品展ひらく」美術界年史（彙報）所収, 東京文




59 フランスから輸送された 102 点は、「ピカソ芸術の最盛期」と謳われた 1937 年から戦
後にかけての作品が中心となっている。無署名「大ピカソ展 未発表の名作を追加出品」
『読売新聞』1951 年 11 月 5 日夕刊, 2 面. 無署名「飾りつけ終る 大ピカソ蓋あけ」『読
売新聞』1951 年 11 月 6 日朝刊, 3 面. 無署名「新着ハトに人気 大ピカソ展一般公開」
『読売新聞』1951 年 11 月 6 日夕刊, 2 面. 「ピカソ展委員」であった倉林正蔵は 1938 年
以降のから現在までの作品を選んだ理由について、「戰争が始まる頃から現在までの仕事
がまだわかっていな」かったからであると述べている。山口蓬春、福島繁太郎、岡本太
郎、倉林正蔵「〈座談会〉ピカソ展」『芸術新潮』2 巻 10 号（1951）：58. このピカソ展
は日本独自のものではなく、1949 年にパリ、1950 年にロンドンで開催された展覧会に続
くものとして企画された。無署名「大ピカソ展——一般公開に先だち特別鑑賞」『読売新






















えるのではないだろうか（図 4−10, 4−11）。 
 1951 年 12 月号の『美術手帖』では、ポール・エゼール（Paul Haesaerts, 1901−1974）
が監督した二本の映画、『ピカソ訪問』（Bezoek aan Picasso [Visit to Picasso], 1949）と
『ルノアールからピカソまで』（Van Renoir tot Picasso [From Renoir to Picasso], 1948）
が取り上げられている。これらの映画は 1951 年 11 月 16 日に開催された「ピカソ祭」や






































1981）の『悪魔の美しさ』（La Beauté du diable, 1950）が上映された。無署名「現代フ
ランス最高芸術映画鑑賞の夕」『読売新聞』1951 年 11 月 18 日（朝刊）3 面. 美術映画が
輸入されるのは初めてのことではなく、1950 年にゴッホ、ロダン、マイヨール、マティ
スなどの作品を対象にした文化映画が日本で上映されている。無署名「フランス美術文化
映画来る」（1950 年 11 月）美術年史（彙報）, 東京文化財研究所, 最終アクセス 2018 年
2 月 4 日, http://www.tobunken.go.jp/materials/nenshi/2261.html. 猪熊弦一郎はこれら
の美術映画を見て「感激も実に大きかった」と振り返っている。猪熊弦一郎「二つのピカ
ソ映画」2 面. 
65 岡本太郎「二つの美術映画」『美術手帖』51 号（1951）：頁数記載なし. 


































『芸術新潮』2 巻 10 号（1951）：103. 
69 川島「表現の世界性と民族性」28. 

















開美術」を区別した木村の論考は、雑多に用いられていた primitive art の日本語訳の整理
に寄与した。同時に、原語である primitive art の射程を定める議論ともなっていると言え
るだろう。本節では、「原始美術」の定義に関する木村の議論が、美術界にどのような影響
を与えたのか（あるいは与えなかったのか）という点について検証する。 








72 木村は 10 代後半から 20 歳までを戦時中に過ごしている。名古屋高等商業学校在学
時、数え年で 20 歳の時に繰り上げ徴兵検査に合格した。特別甲種幹部候補生になるため
に豊橋予備士官学校に 10 ヶ月通い、1945 年 6 月 10 日に卒業した。終戦を志摩半島で迎
え、武装解除に伴う米軍への引き渡しと残務整理のために 10 月半ば頃まで業務を続けて
いたという。京都大学へ入学したのは 1946 年、21 歳の時だった。木村重信「木村重信
インタヴュー１ 2010 年 5 月 29 日」日本美術オーラル・ヒストリー・アーカイヴ, 最終



























73 木村重信「木村重信インタヴュー１」最終アクセス 2018 年 5 月 4 日. 
74 Ibid., 最終アクセス 2018 年 5 月 4 日. 





（1958）『木村重信著作集第 6 巻』（思文閣出版, 2003）139. 





























学』14 巻 1 号（1963）：38−54.  
82 鬼丸吉弘「美術の始源と抽象の問題」『美学』16 巻 1 号（1965）：21−34.  
83 鬼丸吉弘は後年に児童美術の研究に領域を移しているが、1973 年には「〈書評〉木村
重信著『美術の始源』」を書いている。鬼丸もまた「原始美術」の研究者の一人と考えて
良いだろう。鬼丸吉弘「〈書評〉木村重信著『美術の始源』」『美学』23 巻 4 号（1973）： 
53−60. 
84 今井清「原始美術の一考察」関西学院大学『人文論究』7 巻 3 号（1956）：69−83.  
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表 4−2 木村重信主要論文・出版物（1951 年から 1960 年） 
出版年 タイトル 掲載誌/出版社 
1951 「表現の問題」 『ぱんせ』（1951 年 2 月） 
1954 「触覚について」 『美学』（1954 年 10 月） 
1955 「原始美術の芸術性」 『京都市立美術大学研究紀要』
（1955 年 1 月） 
1956 「原始美術における芸術観の問題」 『美学』（1956 年 5 月） 
1957 「原始芸術地帯をゆく」 『芸術新潮』（1957 年 11 月） 
1958 「講演要旨 原始人の生活と美術」 『美術教育』（1958 年） 
『現代絵画の変貌』 三一書房 
「原始美術の呪術的性格」 『京都市立美術大学研究紀要』
（1958 年 8 月） 










（1960 年 7 月） 
「原始美術研究のために——文献紹介」 『美学』（1960 年 7 月） 
 
表 4−3 『美学』に掲載された卒業論文題目（1950 年度から 1960 年度）−「原始美術」を
キーワードとして 
提出年度 氏名 題目 大学 
1952 滝沢健夫 「原始芸術論考」 早稲田大学文学部 
美術専攻 
近藤徹 「原始芸術と近代性」 慶應義塾大学文学部 
美学美術史学科 
1955 滝沢健夫 「原始芸術の本質とその諸問題」 早稲田大学大学院文
学研究科修士課程美
術専攻 
1956 斎藤正 「原始技術と造形」 千葉大学工学部 
工業意匠学科 
1957 坂本稔 「原始芸術」 慶應義塾大学文学部 
美学美術史学科 
1958 阿部雅一郎 「現代美と原始美」 慶應義塾大学文学部 
哲学科美学美術学専
攻 
兼松伸也 「古代中国の原始芸術と時代背景」 慶應義塾大学文学部 
哲学科美学美術学専
攻 




































































89 アダムの Primitive Art の初版は 1940 年だが、石川が書評に用いたのは 1949 年に出
版された拡大版だった。石川公一「未開芸術の問題」『美学』9 号（1951）：64. 
Primitive Art (1940) はアダムがロンドン大学で教鞭をとっていた時に出版された。
Greg Dening, “Adam, Leonhard (1891−1960)” Australian Dictionary of Biography, 最
終アクセス 2018 年 8 月 16 日, http://adb.anu.edu.au/biography/adam-leonhard-9962. 
90 石川「未開芸術の問題」64. 







『原始美術』（大陸書房, 1976）323. アダムは 1956 年にオーストラリアに帰化し、1957
年にボン大学から博士号を授与された。Dening, “Adam, Leonhard (1891−1960)”最終ア





石川がアダムの Primitive Art の書評を記してから約 10 年経ってもなお、「最良、唯一の
入門書」と宣伝していることから、地域や年代に関わらず「現存未開人の美術」を「原始」









































































































移っていった経緯は Serge Guilbaut の How New York Stole the Idea of Modern Art: 
Abstract Expressionism, Freedom, and the Cold War, trans. Arthur Goldhammer, 
(Chicago, London: University of Chicago Press, 1983）に詳しい。 










5 1931 年にニューヨークで開催された「インディアン部族美術博覧会」(Exposition of 
Indian Tribal Arts)を皮切りに、1930 年代はネイティヴ・アメリカンへの関心が当世風
なものにとっての精神的、美学的な供給源として成長した。Rushing, Native American 
Art and the New York Avant-garde: a History of Cultural Primitivism (Austin: 
University of Texas Press, 1995) 97. 
6 Levin, “American Art,” in “Primitivism” in 20th Century Art: An Affinity of the 
Tribal and the Modern II, ed. William Rubin. (New York: The Modern Museum of Art, 



























的」なるものと「モダン」なるものとの親縁性』II 吉田憲司他訳（淡交社, 1995）参照. 
7 Hartley, “Red Man Ceremonials: An American Plea for American Esthetics,” Art and 
Archeology, vol. 9 (1920): 14. 
8 Varnedoe, “Abstract Expressionism,” in “Primitivism” in 20th Century Art: An 
Affinity of the Tribal and the Modern II, ed. William Rubin (New York: The Modern 
Museum of Art, 1984). 邦訳「抽象表現主義」『20 世紀美術におけるプリミティヴィズ
ム』II（淡交社, 1995）615−616. 


























るきっかけとなった。 “Introduction” in Indian Art of United States (New York: 
Modern Art Museum, 1941) 10. 
11 コリア 1933 年から 45 年に局長を務め、ネイティヴ・アメリカン政策の改善に貢献し
た。William T. Hagan, American Indians (Third Edition), Chicago: University of 
Chicago Press, 1993. W・T・へーガン『アメリカインディアン史（第 3 版）』西村頼
男、野田研一、島川雅史訳（北海道大学図書刊行会, 1983）161−210, 260. 
12 Vanedoe, “Abstract Expressionism,” 624. 1984 年に MoMA で開催された展覧会評に
おいても、アフリカ系アメリカ人の芸術における文化的な問題への言及が少ないと言う指
摘があったことを、ナップは言及している。James F. Knapp, “Primitivism and the 
Modern,” boundary 2, (Autumn, 1986-Winter 1987): 373. 
13 Levin, “American Art,” 466.  
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1930 年代を通して見られるネイティヴ・アメリカンの状況の変化を象徴的に示してい



















《死（リンチされた人体）》（Death (Lynched Figure), 1934）（図 5−2）を制作し、アフリ
 
14 Eleanor Roosevelt, “Forward” 8, “Introduction” in Indian Art of the United States, 
(New York: The Museum of Modern Art, 1941) 10. この展覧会を主催したアメリカ合衆
国内務省インディアン美術・工芸委員会は現在も引き続きネイティヴ・アメリカンの美
術・工芸を支援している。“Indian Arts and Crafts Board,” 最終アクセス 2019 年 9 月 8
日, U.S. Department of the Interior, http://www.doi.gov/iacb. 
15 Vaillant, “Indian Art of the United States: An Exhibition at the Museum of Modern 
Art,” The Art Bulletin, vol. 23, no.2 (June 1941): 169. 
16 Rushing, “Native American Art in New York, 1931-1941” 参照. 
17 ノグチは《遊び山》（1933）の前に《鋤のモニュメント》（Monument to the Plough, 
1933）を考案している。この時にアイダホのピラミッドがデザインのインスピレーショ
ンとなり、そのイメージは《遊び山》へと引き継がれた。しかしながらいずれの案も実際
に建設されることはなかった。Isamu Noguchi, The Isamu Noguchi Garden Museum 



























人体）》が喚起する人種差別批判へのまなざし」『美術史』68 巻 2 号（2019）：265−281
参照. 
19 Clarke and Berzock, “Representing Africa in American Art Museums: A Historical 
Introduction” 9. 































22 Dore Ashton, Noguchi East and West, (Berkeley: University of California Press, 
1992) 22. ドウス昌代『イサム・ノグチ——宿命の越境者（上）』（講談社, 2000）225. 例
えばノグチはこの期間に、ブランクーシの《レダ》（Leda）の研磨を行なっていたという
（《レダ》の制作年は記されていない）。作業中にノグチの集中力が低下すると、ブランク
ーシは心と仕事が一体になるようにと話したと回想している。Noguchi, A Sculptor’s 
World, 17. 
























25 Sidney Geist, “Brancusi,” in“Primitivism” in 20th Century Art: Affinity of the Tribal 
and the Modern, (New York: The Modern Museum of Art, 1984) 345. 邦訳「ブランクー
シ」『20 世紀美術におけるプリミティヴィズム』II （淡交社, 1995）345. 




Constantin Brancusi (Modern Masters Series) New York: Abbeville Press, 1989. 邦訳
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1991）8. 
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Earth,” in Isamu Noguchi and Modern Japanese Ceramics: A Close Embrace of the 
Earth, eds, Louise Allison Cort and Bert Winther-Tamaki (California: University of 

































の直接のふれあいなのだ」と述べている。Noguchi, A Sculptor’s World, 17. 































おり、自分のルーツとして定めている。Noguchi, “Guggenheim Proposal,” in Isamu 
Noguchi: Essays and Conversations, 17. 
35 Noguchi, A Sculptor’s World, 18. 
36 英語版 The Ideals of the East: with Special Reference to the Art of Japan は 1921 年

























37 ドウス昌代『イサム・ノグチ―宿命の越境者（上）』（講談社, 2000）251. 
38 中国滞在については不明な点も多かったが、2013 年にニューヨークの The Noguchi 
Museum にて展覧会 Isamu Noguchi and Qi Baichi: Beijing 1930（2013 年 9 月 25 日か
ら 2014 年 1 月 26 日）が開催された。Kenneth Wayne ed., Isamu Noguchi/ Qi Baishi/ 
Beijing 1930 (New York: Harry N. Abrams, Inc., 2013). 
39 Bruce Altshuler, “Isamu Noguchi: Early Drawings from Paris and Beijing,” 
Drawing/ Drawing Society. vol.16, no. 4 (1994): 76. 
40 Noguchi, A Sculpture’s World, 20. 
41 Ashton, Noguchi East and West, 37. 《中国の娘》は 3 点鋳造されており、石膏型か
ら制作されたテラコッタのコピー（2 点）もある。『イサム・ノグチ展』東京国立近代美
術館編（朝日新聞社, 1992）51. 

























43 Ashton, Noguchi East and West, 39. 
44 イサム・ノグチ, 米倉守「イサム・ノグチ——創造の現場から」『みづゑ』949 号
（1988）：37. 
45 Noguchi, A Sculptor’s World, 31−33. 
46 Ibid., 29. 
47 「アーシル・ゴーキーの自殺は私の心を深くゆさぶった」Ibid., 30. 
48 ノグチはゴーキーとの出会いは「1933 年か 1934 年、ニューヨーク 57 丁目のマリー
ハリマン画廊で、私の個展があった時だと思います」と述べている。カーレン・ムラディ
アン『アーシル・ゴーキー——ある異邦人との対話』青木陽一訳（パルコ出版, 1982）
125. マリー・ハリマン画廊での個展は 1935 年だったという記録もある。“Isamu 














 ノグチは瀬戸において 13 点の陶芸作品を制作しているが、そのうちの一つに《私の無》









49 Noguchi, A Sculptor’s World, 30. 
50 日本語版の初版は 1938 年、英語版 Zen and Japanese Culture は 1940 年に出版され
ている。 
51 Ashton, Noguchi East and West, 96. ノグチは禅を信仰の対象としてみていたわけで
はないが、「日本の一番おもしろいもの、強いもの」が禅に現れており、禅の「抽象の技
術」からは学ぶことが多いと考えていた。イサム・ノグチ「禅の芸術」『芸術新潮』1 巻
9 号（1950）：68, 69. 
52 長谷川は英語と仏語を話すことができ、ノグチにとっては良き日本の案内者となっ





潮』5 巻 1 号（1954）：83. 
54 Winther-Tamaki, “The Ceramic Art of Isamu Noguchi,” 24. 

















索の段階であった。《旅》（Journey (Tabi), 1950）（図 5−5）と題された陶芸作品は釉薬を
用いずに焼かれており、色も質も土を感じさせる。この作品の上部には、グラハムの舞台
《迷宮への使者》（Errand into the Maze, 1947）（図 5−6）で用いられた 2 本の棒が立ち
上がっている57。そして、砂時計のその下部は、《夜の旅》（Night Journey, 1947）のため
に制作された椅子を模している58。ユーモラスで可愛らしい埴輪を模した作品である《鐘
の子》（Bell Child, 1950）（図 5−7）では、目と口を穴で表現する埴輪の手法が取られてい
る。その表情はあどけなく、楽しそうであり、開かれた両手両足は子どもの喜びを全身で
表している。1930 年にパリで制作した《歓喜の日》（Glad Day, 1930）のバリエーション
のひとつと言える。また、《暑い日》（Hot Day, 1950）（図 5−8）では、バラバラにされた
身体のパーツが一本の棒によってつなげられており、インターロッキング・スカルプチャ
 




いると述べている。Graham, Blood Memory, 232. 









 以上に見られるように、1950 年の瀬戸焼作品は、1940 年代までのノグチの彫刻制作の
素材を土に置き換えて再び表現しなおそうとする実験的試みであった59。そしてこれらの
作品は、神奈川近代美術館で開催された「イサム・ノグチ作品展」（1951 年 8 月 18 日か
ら 8 月 30 日）で展示された（図 5−10）60。 
 
3−3 「土」への親しみ 











59 Louise Allison Cort, “Isamu Noguchi & Modern Japanese Ceramics,” Ceramics: Art 
and Perception, vol. 55 (2004): 21. 
60 臼井正夫「グラフ イサム・ノグチ作品集」『工芸ニュース』18 巻 10 号（1951）：1−
16. 




Noguchi, A Sculptor’s World, 34. 






























65 Noguchi, A Sculptor’s World, 20. 
66 Ibid., 20. 
67 長谷川三郎「簡素」『ノグチ』（美術出版社, 1953）95. 
68 ノグチは、日本の伝統のなかで変わることになかった美意識は、有機的なもののなか
に記憶さていると考えていた。Ashton, Noguchi East and West, 207. 
69 ウィンザー・タマキは、「日本の土」から受け継いでいると信じている文化や身体の本
質を探索した結果に生まれたものが、ノグチの陶芸作品であると指摘している。
Winther-Tamaki, “Isamu Noguchi and Modern Japanese Ceramics,” 53. 
70 Noguchi, “During the Period of My Work in Japan,” 『ノグチ』（美術出版, 1953）頁
数記載なし. 
71 Noguchi, “During the Period of My Work in Japan,”頁数記載なし. 
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て日本の子ども時代を回顧しているさまは、《子供の夢》（Child’s Dream, 1952）、《こけし》
















洞窟と再生のイメージは 1952 年に提出された《原爆被害者のための慰霊碑》（Memorial 
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かがえる。その最たる例は《新萬來舎》（Shin Banraisha, 1951-52）（図 5−14）だろう85。
 
83 Graham, Blood Memory, 9. 



















（2005）参照. ニューヨークのノグチ美術館（The Noguchi Museum）が整理中のカタ
ログ・レゾネでは Faculty Room and Garden, Shin Banraisha, Keio University と記さ
れている。The Isamu Noguchi Catalogue Raisonné, 最終アクセス 2018 年 4 月 9 日, 
http://catalogue.noguchi.org/index.php/Detail/Object/Show/object_id/462. 日本語表記
はノグチ・ルームのアーカイヴで使用されている《新萬來舎》の表記を用いる。 
86 米次郎は約 40 年間、慶應義塾大学で教鞭をとっていた。橋本梓「はじまりとしての
《無》―イサム・ノグチの円環彫刻をめぐって」『慶應義塾をめぐる芸術家たち』渡部陽
子, 橋本梓編（慶應義塾大学, 2009）18 
87 Noguchi, A Sculptor’s World, 31.  






カイヴ」慶応義塾大学アート・センター, 最終アクセス 2018 年 3 月 14 日, 
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89 Niimi, “The Modern Primitive: Discourse of the Visual Arts in Japan in the 1950s,” 
in Isamu Noguchi and Modern Japanese Ceramics: A Close Embrace of the Earth, 
trans. Reiko Tomii and Bert Winther-Tamaki (Washington, D.C.: The Arthur M. 





の芸術―新萬來舎の意味するもの」Booklet 13 号（2005）：66−67. 







































第 4 節 イサム・ノグチと弥生的なもの――受容の側面から 







































 ノグチは 1950 年に来日して以来、日本の美術が西洋一辺倒であることを危惧し、近現
代美術における「日本らしさ」の見直しを促す発言をたびたび行なっている。日本の文化




























は、『美術手帖』に掲載された「芸術と集団社会―Art and community―」を使用する。 































101 イサム・ノグチ「私の見た日本」『芸術新潮』2 巻 10 号（1951）：103. 
102 Ibid., 103. 
103 ノグチ「芸術と集團社会」7. 
104 後年、川端康成や谷崎潤一郎の本が英訳されてから、ノグチは初めて明治以降の日本
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109 「暇をみつけて私は広島へ旅行したが、多くのアメリカ人と同じく私も、罪の意識に
よってこの町に引き寄せられたのである。」Noguchi, A Sculptor’s World, 32. 




























112 東京文化財研究所,「野間清六」（1966）物故者記事, 最終アクセス 2018 年 4 月 3 日, 
http://www.tobunken.go.jp/materials/bukko/9245.html. 
































116 野間清六「埴輪とその藝術性——日本美術史 2」『三彩』51 号（1951）：2. 
117 猪熊弦一郎「最初の美・最後の美」『芸術新潮』2 巻 12 号（1951）：72. 
118 「ところで、たくまぬ生命力
、 、 、 、 、 、
とか、素朴な表現
、 、 、 、 、
とか、あるいはピカソばりの彫刻
、 、 、 、 、 、 、 、
など
といわれて、埴輪が広く知られるようになったのは、戦後のことであった。」金谷克己


































生命」（1959）『コレクション瀧口修造 10』（1991, みすず書房）255. 瀧口は西洋美術に
おける「プリミティヴ・アート」の探求と日本における古代の土器や土偶の芸術的考察を
重ねて考えていたと言えるだろう。 
120 瀧口修造「先史美術の現代的意義」（1960）『コレクション瀧口修造 10』259−260. 








本において早くから「原始芸術」に注目していた一人であり、1951 年 5 月の『別冊アトリ






























124 ノグチ「モダーンということ」41. Noguchi, A Sculptor’s World, 164. 
























係。」『Casa Brutus』 特集「A Century of Isamu Noguchi——アート＆デザイン界に今
なお輝く、イサム・ノグチ伝説」2005 年 7 月号：107. 
127 丹下健三, 藤森照信, 松葉一清「焼け野原から情報部まで駆け抜けて」『建築雑誌』









―近代建築における日本的表現の可能性」『建築雑誌』69 巻 806 号（1954）：1. 
130 村山康男「引き裂かれた日本・私『1953 年ライトアップ——新しい戦後美術像が見






























Noguchi, A Sculptor’s World, 35, 39. 
133 具体例として、鎌倉のアトリエで作成した《こけし》（Kokeshi, 1951）、《蕪村》
（Buson, 1952）、《ワンマン》（Mr. Oneman, 1952）、《幻想のカーテン》（The Curtain 
of Dream, 1952）と岐阜の伝統的な提灯技法を用いた《あかり》シリーズの作品写真が
掲載されていた。岡本「イサム・ノグチの仕事」43. 
134 Ibid., 43. 
135 Ibid., 43.  




























世であるというノグチの自覚を強める出来事となった。Noguchi, A Sculptor’s World, 25. 
アメリカで日系人の収容が始まると、1942 年 2 月にノグチはポストン収容所に進んで入
った。多くの日系人が強制的に収容されたのに対して、ノグチは収容所に入れるよう自ら
働きかけた。Lyford, “Noguchi, Sculptural Abstraction, and the Politics of Japanese 
American Internment,” The Art Bulletin, vol. 85, no. 1 (2003): 44. 特別待遇を受けたノ
グチは、収容所の日系人の信頼を得ることができなかったため、1942 年 11 月には出所
している。Robert J. Maeda, “Isamu Noguchi: 5-7-A, Poston Arizona,” Last Witnesses: 
Reflection on the Wartime Internment of Japanese Americans, ed. Erica Harth, (New 
York: St. Martin’s Press, 2003) 参照. 収容所での日系人との確執は、「日本人との確執」
（Noguchi,“Trouble Among Japanese Americans”, 1943）に記された。ライフォード
によると、出所から 1945 年まで、ノグチはニューヨークでこもるように制作を続けてい
たが、その生活は FBI に監視されていた。Lyford, “Noguchi, Sculptural Abstraction, 
and the Politics of Japanese American Internment,” 148.「私はようやく諸事紛争から
自由の身となったが、人間どうしの相互依存ということに幻滅を感じた。私はそれ以後一






























太郎著作集第 9 巻』（講談社, 1980）144. 
140 磯崎新『建築における「日本的なもの」』（新潮社, 2003）48. 
141 Ashton, Noguchi East and West, 129. 
142 丹下「無限のエネルギー」24. 
143 Ibid., 22. 




























貴浩「丹下健三の伝統論 その２」『学術講演便概集』（2008 年 7 月）：684. 
146 村山「引き裂かれた日本・私」51. 
147「primitive」とは「modern」との関係性において生じる概念であるとリーは述べてい
る。Li, The Neo-primitivism Turn, 2006, viii. ノグチにおける「プリミティヴ」なもの
もまた、モダンなものとの関係のなかで眼差しが向けられている。 
148 Amy Lyford, Isamu Noguchi’s Modernism: Negotiating Race, Labor, and Nation, 


















































1 木下直之「日本美術のはじまり」『語る現在、語られる過去——日本美術史学 100 年』
（平凡社, 1990）301−302. 
2 塚原は岡本がパリ大学で民族学を学んでいた 1938 年から 1940 年にマルセル・モース
がどのような授業を行なっていたのか追跡した。1937 年から 40 年にモースがコレージ
ュ・ド・フランスでおこなった「ある種の遊び〔＝賭け〕とアルカイックな宇宙開闢説の




ゼ・ド・ロム」『季刊東北学』第 2 期 13 号（2007）：57−58. 

























スとポール・リヴェ（Paul Rivet, 1876−1958）と彼の妹 2 人も回想に登場している。岡
本太郎「私と人類学——パリ大学民族科のころ」（1971）『岡本太郎の本 5 宇宙を翔ぶ
眼』（みすず書房, 2000）251, 252. 篠原敏昭「《太陽の塔》の下にあるもの——岡本太郎










ヴァンギャルド芸術の実践」『多面体・岡本太郎』（川崎市岡本太郎美術館, 1999）16.  
6 岡本太郎「巴里回想」（1941）『岡本太郎画文集アヴァンギャルド』（月曜社, 1948）31.
 223 
 岡本は 1940 年に日本に帰国する際に滞欧中に作成した作品を持ち帰ったが、東京・青
山の自宅に保管されていたそれらの作品や関連資料は、1945 年 3 月の東京大空襲によっ
て失われてしまった7。パリ滞在中の様子を知る手がかりとなる現存資料が少なく、岡本の






















































12 瀧口修造「画家・岡本太郎の誕生」『芸術新潮』12 巻 12 号（1961）：110. 
13 荒川修作「思想家・太郎かあさん」『芸術新潮』47 巻 5 号（1996）：80. 
14 パリでは 1855 年以降、定期的に万国博覧会が開催されている。パリ市内で植民地の造
形物を鑑賞できたのは、万国博覧会とその開催によって整備された博物館の存在が大きい
だろう。岡本がパリに滞在していた 1930 年代までに、1855 年、1867 年、1878 年、











16 Kyoko Okubo, “Primitivisme in Japanese Modern Art: In the Case of Taro 
































能的なものへと変化した。Kyoko Okubo, “Primitivisme in Japanese Modern Art: In 





人気を集めた」岡本太郎「民族性と世界性」『みづゑ』624 号（1957）：12.  








「シュルレアリスム国際展」（1938 年 1 月 17 日から 2 月 24 日）に《痛ましき腕》（La 























































書房, 2009; 初版朝日出版社, 1980）33−34． 





30 Ibid., 251. 岡本は 1938 年と 39 年は「ソルボンヌ大學の文科に籍を置いて民族學の試
驗準備に沒頭してしまった」と回想している。岡本「巴里畫壇の黄昏」53. 楠本亜紀の調
















 岡本は 1940 年にパリから日本へ帰国の途につくが、民族学のフィールドワーク的アプ
ローチと美術の作品制作が共存するまでにはさらに時間を要している。それが明快に現れ














——原始時代』国分直一, 岡本太郎編（学習研究社, 1969）121. 
35 岡本は後に「アジア・アフリカ美術展」（1957 年）を見て、「われわれには別な、西洋
的基準とかかわりのない「もう一つの芸術」の可能性がある」と述べている。「東洋の
「恐ろしい美」——アジア・アフリカ美術展をみて」『朝日新聞』1957 年 12 月 10 日朝
刊, 6. 
36 瀧口「画家・岡本太郎の誕生」110. 





















第 2 節 二次元上の表現――デフォルマシオンと空間 







1942 年に徴兵されている。1946 年 6 月に派兵先の中国から帰国するまで40、岡本の美術





39 岡本「根源の美」121.  
40 岡本の戦争体験については「わが二等兵物語」（『文芸春秋』35 巻 4 号 1957）があ

























42 川崎市岡本太郎美術館『岡本太郎関連記事 1949 No.1』で確認できる復員後最初の記
事は 1946 年 12 月に『新女苑』に掲載された「フランスのクリスマス」であるという。








44 椹木野衣『黒い太陽と赤いカニ』（中央公論新社, 2003）. 波潟剛「復員者の情熱——
岡本太郎第一画文集『アヴァンギャルド』」筑波大学比較・理論文学会『文学研究論集』
(20)：2002, 106−90. 大谷「岡本太郎の“対極主義”の成立をめぐって」18−36.  
45 岡本太郎の「光琳論」は、1950 年『三彩』に 3 回（上、中、下）にわたって掲載さ
れ、「光琳―非情の伝統」『日本の伝統』（1956）に再録された。本論文では 1950 年に発
表された「光琳論」（上、中、下）をまとめて指すときには「光琳論」と記す。本論文中
の引用においては、『岡本太郎著作集第 4 巻 日本の伝統』（講談社, 1979）を使用する。 






























48 岡本太郎「空間派誕生」『芸術新潮』8 巻 2 号（1957）：55. 
49 岡本「光琳」62. 
50 Ibid., 62. 
51 Ibid., 61. 



























56 Ibid., 79. 









































60 パリで出版された画集 Okamoto (G.L.M., 1937)に掲載されている最初の作品は













第 3 節 縄文の発見――「四次元との対話―縄文土器論」（1952）を起点として 
 木下によると、岡本の「四次元との対話——縄文土器論」が先陣を切り、民族学と美術
史が作り上げた「原始美術（プリミティヴ・アート）」の概念を戦後の日本に紹介したとい





















 岡本は 1952 年に雑誌『みづゑ』に「縄文土器論」を発表した。この論考は、美術関係者
からほとんど顧みられることのなかった縄文土器を美的造形物として鑑賞することを提案



























64 九鬼隆一「序」『稿本日本帝国美術略史』（隆文館図書, 1916）6. 1901 年に農商務省か
ら出版された際には部数が限られていたが、広く流通させるために再販されたのが 1916
円版である。紀淑雄
き の と し お
「凡例」『稿本日本帝国美術略史』東京帝室博物館編（隆文館図書, 


































69 宗左近「縄文が真似する岡本太郎」『岡本太郎と縄文』ツルモトルーム, NHK プロモー
ション, 川崎市岡本太郎美術館編（NHK プロモーション, 川崎市岡本太郎美術館, 2001）
12. 
70 金谷克己『はにわ誕生——日本古代史の周辺』（講談社, 1962）11, 18. 
71 野間清六『埴輪美』（鄹楽社, 1942）参照. 























73 Ryu Niimi, “The Modern Primitive: Discourse of the Visual Arts in Japan in the 
1950s,” Isamu Noguchi and Modern Japanese Ceramics: A Close Embrace of the 
Earth. (Washington, D. C.,: The Arthur M. Sackler Gallery, Smithsonian Institute, 
2003) 88. 
74 丹下健三, 藤森照信, 松葉一清「焼け野原から情報都市まで駆け抜けて」『建築雑誌』































79 野間清六「埴輪の彫刻性」国立博物館美術誌『Museum』2 号（1951）：10.  
80 野間清六「埴輪とその藝術性——日本美術史 2」『三彩』51 号（1951）：2.  
81 猪熊弦一郎は「最初の美・最後の美」『芸術新潮』2 巻 12 号（1951）：72−73. 
82 Ibid., 75. 
83 この展覧会で⽰された縄⽂や弥⽣へのまなざしは、岡本の「縄⽂⼟器論」とは性質が
異なっていたと仲野は指摘している。仲野泰生「呪術としての岡本太郎の造形」『岡本太
郎と縄文』（NHK プロモーション, 川崎市岡本太郎美術館, 2001）100. 
84 春原は戦後日本の美術における言説では、「埴輪や土偶の優位は圧倒的で、この傾向は






85 岡本太郎「宇宙を翔ぶ眼」（1982）『岡本太郎の本 5 宇宙を翔ぶ眼』（みすず書房, 
2000）7. 







































































ていないと指摘している。小林達夫「岡本太郎と縄文の発見」『季刊東北学』第 2 期 13
号（2007）：50. 
93 岡本「縄文土器論」37−38. 


































































98 瀧口修造「土のなかの生命」（1959）『コレクション瀧口修造 10』（1991, みすず書
房）253−254. 
99 Ibid., 255. 
100 小井沼香「岡本太郎の立体造形——1950 年代の作品をめぐって」『多面体・岡本太
郎』（1999） 91. 



































































































社会を区別しない視点は、1960 年代後半から 1970 年代にかけて日向あき子によって論じ
られたプリミティヴィズム論へ繋がっていく。（日向あき子については第 7 章で論じる。） 
 








































史から」展（1954 年 11 月 16 日から 1955 年 1 月 30 日、以下「日本美術史から」展）と
「現代の眼——アジアの美術史から」展（1955 年 12 月 1 日から 1956 年 2 月 12 日、以下
「アジアの美術史から」展）に続く「現代の眼」シリーズ展の 3 番目の展覧会として、1960












 1952 年 12 月に東京・京橋に開設された国立近代美術館（現東京国立近代美術館）は、
戦前から創設が待ち望まれた国立の美術館である。国立近代美術館の開設以前には、国立
 
1 「原始美術の展観」『美術界年史（彙報）』東京文化財研究所, 最終アクセス 2015 年 10






















年 6 月 12 日から 7 月 4 日）のために来日したグロピウスが、絶えず「日本の伝統な家屋
 
2 東京府美術館（現東京都美術館）が 1926 年に開館し、官展を中心に展覧会が催されて
いた。しかしながら、東京府美術館はコレクションを持たない美術館であった。椎名仙卓
『図解博物館史〈改訂増補〉』（雄山閣出版, 2000）125−126.  
3 河北倫明「戦後美術の概況」『世界美術全集別巻 戦後日本美術』（角川書店, 1964）
146. 









































12 「原始美術から」展には総入場者数は 14,443 人、1 日平均 361 人が来場し、南太平洋
地域の作品を中心にアフリカや南北アメリカの 178 点の作品が展示された。東京国立近












開かれていたと述べている15。その火付け役となったのが、1948 年に MoMA で開催され
た「モダン・アートの超時代性」展と 1949 年にイギリスの現代美術研究所（以下、ICA）
 
13 石川公一「プリミティヴ・アートとモダン・アート」『現代の眼』67 号（1960）：2. 
石川は 1952 年に国立近代美術館調査渉外係長に就き、1958 年 12 月から 1960 年 3 月ま
で、ドイツ・ミュンヘン大学美術史研究室とバイエルン中央美術研究所等に留学してい




14 今泉は 1951 年 9 月 26 日に海外の美術施設や美術界の視察に出発した。半年の旅程で
イギリス、フランス、イタリア、スペイン、アメリカを回る予定であることが報告されて
いる。「今泉篤男渡米」美術会年史（彙報）東京文化財研究所, 最終アクセス 2018 年 2
月 4 日, http://www.tobunken.go.jp/materials/nenshi/2345.htm. 富山秀男「今泉次長の




15 石川公一「プリミティヴ・アートとモダン・アート」『現代の眼』67 号（1960）： 2. 
また、石川は海外の美学思潮の一つとして「未開藝術の問題」をテーマにし、Leonard 
Adam 著 Primitive Art（初版 1940 年）の概要と書評を『美学』通号 9 号に掲載してい
る。（書評は初版ではなく Leonard Adam, Primitive Art, Pelican Books, New and 
enlarged edition, 1949 が用いられた。）アメリカにおいては 1950 年代から 60 年代にか
けてアフリカン・アートのプライベート・コレクションの充実が図られた。プライベー
ト・コレクションは美術館で展示されたり寄付されるなどして、一般に公開される機会を
得ている。1954 年にニューヨークに The Museum of Primitive Art（MPA）が開館し
た。そのコレクションがネルソン・ロックフェラーによって形成されたものであったこと
が、アメリカにおけるアフリカン・アートをはじめとする「プリミティヴ・アート」への
関心と収集の成果を示している。Christa Clarke and Kathleen Bickford Berzock, 
“Representing Africa in American Art Museums: A Historical Introduction” in 
Representing Africa in American Art Museums (Seattle and London: University of 
Washington Press, 2011) 9. 
 251 
で開催された展覧会「モダン・アートの 4 万年」であると指摘している16。そして、アメ











16 展覧会「モダン・アートの 4 万年」について、早くは 1951 年 6 月号『みづゑ』に掲
載された小池新二の「ICA に就いて」という記事の中で触れられている。「原始芸術とモ
ダーン・アートを主題としたもの」で、「原始芸術」126 点と、モダン・アート 65 点が
展示されたと説明している。（小池新二「ICA に就いて」『みづゑ』550 号（1951）：
52.）なお、石川公一はロンドン現代美術研究所の展覧会は 1950 年に開催されたと記述




Brandon Taylor, Art for the Nation: Exhibitions and the London Public, 1747-2001. 
(Manchester University Press, 1999) 196. なお、石川によるとロンドン現代美術研究所
で開催されたものと同名の展覧会が 1953 年にパリでも開催されたようだが、パリでの展
示については現在調査中である。 
17 ウォルターズ美術館は 1934 年に Walters Art Gallery として開館したが、現在は The 
Walters Art Museum と名称を変更した。“History of the Walters Art Museum,” The 
Walters Art Museum, 最終アクセス 2016 年 11 月 5 日, 
http://thewalters.org/about/history/. 
18 石川「プリミティヴ・アートとモダン・アート」2. ウォルターズ美術館とバルティモ
ア美術館で開催された「モダン・アートの 4000 年」展は巡回展ではない。1953 年の展
覧会開催をバルティモア美術館が協力しており、1956 年の展覧会では同じテーマを異な
るアプローチで企画したものとなっている。展覧会図録 4000 Years of Modern Art 
(1953) の序文を執筆したバルティモア美術館のローゼンタールは作品や資料の収集等に
おいてウォルターズ美術館をサポートしており、1953 年と 56 年の「モダン・アートの
4000 年」展をつなぐ人物となっている。Gertrude Rosenthal, “Notes on the 
Exhibition,” 4000 Years of Modern Art. 1956, 7. 
19 瀧口修造「プリミティフ芸術―原始への憧れ」『コレクション瀧口修造 10』（みすず書
房, 1991）308. 
20 瀧口修造「原始芸術と近代芸術」『コレクション瀧口修造 10』（みすず書房, 1991）
391.  


























ンアートの 40000 年」『芸術新潮』4 巻 11 号（1953）：159−183. 瀧口はロンドン現代美
術研究所で開催された「モダン・アートの 4 万年」展を 1950 年に開催されたと記してい
るが、本稿では 1948 年 12 月 20 日から 1949 年 1 月 29 日に開催されたという Taylor の
調査に則って記述する。 
22 これは「モダン・アートの 4 万年」展が国立近代美術館に影響を与えなかったという
意味ではなく、この展覧会に関する十分な資料を入手することができなかったためであ
る。 
23 The Institute of Contemporary Art, Boston は 1936 年にニューヨーク近代美術館
（MoMA）の姉妹施設として開設された。1936 年の創設当時は The Boston Museum of 
Modern Art であり、1948 年に MoMA からの独立をきっかけに、現在の館名に改称し
た。 “History,” The Institute of Contemporary Art, Boston, 最終アクセス 2016 年 12
月 6 日, https://www.icaboston.org/about/history. 
24 The Institute of Contemporary Art, Boston, The Source of Modern Painting 
(Boston: The Institute of Contemporary Art, 1939) 参照. 
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芸術には時代や地域を超えた共通点があることが強調されている。 












描かれた中国絵画（13 世紀）、ポール・セザンヌの《松と岩》（Pines and Rocks, c. 1897）、
パブロ・ピカソの《私のかわいい人（ギターを持つ女）》（“Ma Jolie” (Woman with Guitar), 
1911−1912）、ジョヴァンニ・ピラネージの《監獄》（Prison Interior, c. 1740）が展示され
た28。展覧会冊子裏面に印刷された会場見取り図には時代や地域の異なるこれらの作品の
つながりを示す導線が記入されており（図 7−5）、鑑賞者が時代や地域が異なる作品に共通






 先行事例として挙げられている MoMA とボストン現代美術研究所の展覧会では 19 世紀
 
25 Museum of Modern Art, Timeless Aspects of Modern Art (New York: Museum of 
Modern Art, 1948) 頁記載なし. 




























様に、各キーワードに沿って 19 世紀後半から 20 世紀前半の西洋美術作品とそれ以外の時
代や地域の作品が並べて掲載され、二つの作品を見比べることが可能となるよう構成され
 
29 Gertrude Rosenthal, “Notes on the Exhibition,” 4000 Years of Modern Art 
(Baltimore Museum of Art, 1956) 5. 
30 Ibid., 9. 
31 Ibid., 9−10. 
32 Breeskin は視覚による比較の必要性を、テレビの普及によって社会は「視覚の時代」
になったからだと述べている。Adelyn D. Breeskin, “Forward,” in 4000 Years of 
Modern Art, 5. 


























34 Timeless Aspects of Modern Art 展（1948）や 4000 Years of Modern Art 展（1953, 
1956）は、1984 年に MoMA で開催された展覧会「20 世紀美術におけるプリミティヴィ







































































40 展覧会構成が外注された場合、担当者が明記されている。『東京国立近代美術館 60 年
史』参照. 

























42 小川正隆「『現代の眼——原始美術から』を見て」『現代の眼』68 号（1960）：4. 




『国立民族学博物館研究報告』36 巻 1 号（2011）：1-34, 参照. 
44 山口勝弘「原始時代と現代の断絶」『美術手帖』180 号（1960）：124. 



































島イースター島の地下の世界』（光文社, 1958）の 2 冊だろう（共に山田晃訳）。そして、
本間の「アク・アク」もヘイエルダールの著書日本語版の出版を受けてのことと考えられ
る。 
































53 高階秀爾「現代美術の解剖 10」（『美術手帖』179 号 1960 年 10 月号）には（p. 143）
































































































































63。ピカソに対する関心は 1960 年代を通しても続き、「ピカソ・ゲルニカ展」（1962 年 11
月 3 日から 12 月 23 日、国立西洋美術館）や「ピカソ展―その芸術の 70 年」（1964 年 5

















術館, 朝日新聞社編（西武美術館, 1989）23.  
62 尾崎信一「1950 年代のキュビスム」『日本におけるキュビスム——ピカソ・インパク
ト』鳥取県立博物館, 埼玉県立近代美術館, 高知県立美術館編（読売新聞社, 美術館連絡
協議会, 2016）参照. 
63 尾崎信一「1950 年代のキュビスム」191.  
64 無署名「アフリカ芸術展」美術界年史（彙報）, 東京文化財研究所, 最終アクセス
2016 年 9 月 28 日, http://www.tobunken.go.jp/materials/nenshi/2985.html. 
65  
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表 6−2−1 1960 年代から 70 年代までに日本国内で開催された主な民族芸術の展覧会 
展覧会名 会期 会場 主催 
現代の眼―原始美術か
ら 
1960 年 6 月 11 日〜
7 月 27 日 
国 立 近 代 美 術 館
（京橋） 
国立近代美術館 
パキスタン古代文化展 1961 年 3 月 22 日〜
4 月 9 日 
上野松坂屋 毎日新聞社 
アフリカ芸術展 1961 年 4 月 8 日〜 
4 月 25 日 
（巡回展は 1961 年




インカ帝国黄金展 1961 年 5 月 3 日〜 




1962 年 9 月 22 日〜 





1964 年 1 月 16 日〜 





1964 年 2 月 15 日〜 






1965 年 5 月 22 日〜 







1968 年 5 月 31 日〜 
6 月 11 日、7 月 18






1970 年 10 月 20 日





1971 年 6 月 1 日〜 






1972 年 6 月 16 日〜 
7 月 5 日 
（巡回展は 1972 年









に、1960 年には 17 カ国が独立を果たし、「アフリカの年」と呼ばれた。アフリカ諸国の独
立を背景として、日本では 1959 年 5 月「アフリカ諸国に対する民間外交の中枢機関」と
してのアフリカ協会を設立する発起人が集まり、同年 10 月に社団法人設立が申請された。























66 無署名「協会日誌」『Africa=アフリカ』1 巻 1 号（1961）：54−56. 
67 無署名「編集後記」『Africa=アフリカ』1 巻 1 号（1961）：57. 
68 梶谷善久「アフリカ・七つの幻想」『Africa=アフリカ』1 巻 4 号（1961）：16. 
69 梅棹忠夫, 木村重信「全人類の巨大なる芸術的遺伝子プールをめざして（対談）」
（1985）44, 木村重信「民族芸術学会の設立とその後」（1988）60, 共に『木村重信著作






















Samuel Dubiner, African Art: Collection Samuel Dubiner (Tel Aviv: The Museum, 
1960). 
71 展示作品数は記事によって異なっており、161 点（美術手帖）、161 点（朝日ジャーナ
ル、Africa=アフリカ）、170 点（東京文化財研究所）と記載されている。「アフリカ芸術
展」『美術手帖』191 号（1961）：105. 徳大寺公英「鑑賞席 驚くべき迫力―アフリカ芸
術展」『朝日ジャーナル』1961 年 4 月 23 日, 34. 高橋新吉「黒人芸術その他」『Africa=
アフリカ』 1 巻 5 号（1961）17.「アフリカ芸術展」東京文化財研究所, 最終アクセス
2016 年 9 月 28 日. 
72 徳大寺「鑑賞席 驚くべき迫力」34. 











































































































84 デュビナー「原始芸術を集める」『芸術新潮』12 巻 6 号（1961）：98. 
85 徳大寺「ヨーロッパでのアフリカ芸術」頁記載なし. 










 1968 年 5 月 31 日から 6 月 11 日まで展覧会「アフリカ黒人芸術展——失われた人間性
を求めて」（以下、「アフリカ黒人芸術展」）が新宿の小田急百貨店で開催され、川崎のさい
か屋（7 月 18 日から 8 月 23 日）と大阪の近鉄百貨店（8 月 16 日から 20 日）に巡回した
87。展覧会にはコートジボワール共和国の国立アビジャン博物館所蔵の作品約 200 点が展















87 この展覧会は大きな反響を呼び、小田急百貨店は 4 万 2000 人、さいか屋は 2 万 1000
人、近鉄百貨店は 5 万 5000 人が来場した。無署名「アフリカ黒人芸術展」『Africa=アフ
リカ』8 巻 10 号（1968）24. 






カ』8 巻 6 号（1968）参照. 
90 朝日新聞社「あいさつ」『アフリカ黒人芸術展——失われた人間性を求めて』朝日新聞
社編（朝日新聞社, 1968）3. 



























92 B・オラス「象牙海岸の彫刻——その伝統芸術」『Africa=アフリカ』8 巻 6 号
（1968）：27−35. 




































98 Ibid., 39. 
99 大阪府に位置する国立民族学博物館が創設されるのは 1974 年である。「沿革」大学共






 展覧会「ブラック・アフリカ芸術展」（図 7−21）は、新宿の小田急百貨店にて 1972 年 6
月 16 日から 7 月 5 日に開催された。その後、福島（8 月 1 日から 6 日）、高知（9 月 2 日
























































104 Ibid., 頁記載なし. 
105 岡本太郎「人間の気高さに感動」『ブラック・アフリカ芸術展——象牙海岸にみる民
族の美』（アフリカ協会, 1972）頁記載なし. 
106 Ibid., 頁記載なし. 
107 Ibid., 頁記載なし. 































名「書評ブラック・アフリカ美術」『朝日新聞』1983 年 9 月 19 日朝刊, 13. 





いと語っていた。木村重信「著者と一時間 木村重信氏」『朝日新聞』1969 年 7 月 8 日





























































116 Ibid., 頁記載なし. 















第 3 節 現代美術への接続——環境美術を事例に 















118 1961 年 5 月号『芸術新潮』には巻頭グラビア特集として「幻想のアフリカ芸術」が
掲載されている。掲載された作品は「アフリカ芸術展」の出品作品であり、国立博物館の
庭園にて撮影された。 










に東京・銀座の和光ギャラリーで開催された「装飾空間展」（1956 年 12 月 3 日から 8 日）
では空間に対する関心が推し進められており、建築家の清家清と協力して《ヴィトリーヌ》
を「近代建築的空間に、一層専門的、的確に結びつけようとする実験」となった（図 7−24）
125。1958 年に開催された「光とガラスの作品展」（和光ギャラリー, 1958 年 12 月 8 日か

















124 「ヴィトリーヌの構造・特許書類」（1953）Yamaguchi Katsuhiro Archive, 最終アク
セス 2017 年 7 月 14 日, http://yamaguchikatsuhiro.musabi.ac.jp/archives/1317. 
125 植村鷹千代『美術手帖』1957 年 2 月 
126 山口勝弘「ヴィトリーヌについて」、『アトリエ Nº336』, 1955 年 2 月（「資料アンソ






ロジーと美術館」1997 年 9 月 5 日於横浜美術館）『メディア・アートの先駆者山口勝弘
 281 
ズ作品を展示した「装飾空間展」や「光とガラスの作品展」であった。 
 この《ヴィトリーヌ》シリーズ作品の制作は実験工房の活動終了と共に 1958 年に終わ
っている。1960 年代に入ってからは額縁からの離脱とジャンルの越境をさらに推し進め、
山口は異なる素材を組み合わせた立体作品の制作を始めている。山口が 1960 年代に立体

















館連絡協議会, 2006）198, 201. 
129 山口は「現代の眼——原始美術から」展（1960）を見た後に、「天理参考館のコレク
ション」にて「原始芸術」を見たと述べている。（山口勝弘「原始時代と現代の断絶」『美












回企画展は 1987 年 10 月 24 日から 12 月 10 日に開催された「漢代の黄河文明」であ
り、天理ギャラリー（東京都千代田区神田）の第１回企画展は 1962 年 5 月 17 日から 9
月 15 日に開催された「ペルシアの古代美術」である。天理大学附属天理参考館, 最終ア
クセス 2017 年 7 月 20 日, http://www.sankokan.jp/. 
























ハラ先史壁画展―タッシリの遺跡」展（1964 年 2 月 5 日から 3 月 11 日、以下「サハラ先
生壁画展」）の会場デザインにおいて一つの表現となっている。この展覧会はフランス人民


























『タッシリ遺跡―サハラ砂漠の秘境』永戸多喜雄訳（毎日新聞社, 1960）205, 209-210. 
この調査で作成された模写は、1957 年の 6 ヶ月間で約 1500 点が作られた。池田一郎
「「サハラ先史美術展」と模写の問題」『みづゑ』710 号（1964）：77. ロートの現地調査
の目的の一つが岩絵の重なり方の研究であった。無署名「特別座談会 タッシリ遺跡発見
者ロート夫妻を囲んで」『Africa=アフリカ』4 巻 5 号（1964）：12. 










は経緯を説明している。1958 年 4 月にパリを訪れた永戸は実際に展覧会を見ることはで
きなかったと書いている。永戸多喜雄「訳者あとがき」アンリ・ロート『タッシリ遺跡―
サハラ砂漠の秘境』239. 日本語版には原著名が明記されていないが、『民族學研究』に掲




頁記載なし. 西部百貨店の外に、横浜の有隣堂（1964 年 4 月 24 日から 5 月３日）、大阪




































145 山口勝弘『不定形美術ろん』（学芸書林, 1967）33. 





























148 山口は 1961 年にニューヨークで建築家のフレデリック・キースラーと出会った。キ
ースラーが 1964 年に個展で示した「彫刻の中から環境を作り出そうとする」思想が、
「不定形美術ろん」の基礎の一つにあると山口は述べている。Ibid., 186. キースラーに
































ルーハン受容」『立命館産業社会論集』第 48 巻第 4 号（2013）：103−122. 
152 雑誌『S. D.』（1968 年１月号）に掲載された「原始の心」において、「原始的なも
の」への関心を初めて発表したと日向は記している。日向あき子『原始の心——共有と






























154 日向あき子「原始の心——芸術と環境の新地質学 1」『SD』38 号（1968）：123−124. 



























































た 19 世紀から 20 世紀前半にかけての「プリミティヴ」なものへの距離感が覆され、別の
関係性が生じ得ている。 
 
























































第 1 部では、1910 年から 1945 年までを射程とし、日本におけるプリミティヴィズムや























































第 2 部では、1945 年から 60 年代を中心に、戦後の日本におけるプリミティヴィズムと
「プリミティヴ・アート」の展開について、美術批評、作品、展覧会を事例として考察し
た。 















































































































































木 46.8×33.5×3.3cm 高知県立美術館蔵 
『美術家たちの南洋群島』町田市立国際版画
美術館, 東京新聞編（東京新聞社, 2008）48. 










木 84.0×106.0×3.0cm 神奈川県立近代美術館蔵 
『美術家たちの南洋群島』60. 
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図 2−3  
「南洋民藝品蒐集小室（２）」 
岸本『南方共栄圏の民藝』頁数記載なし. 
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図 2−4  
「南洋民藝品蒐集小室（３）」 
 岸本『南方共栄圏の民藝』頁数記載なし. 









友社, 1996）137 . 








図 2−8  
「南方土俗といけばな展より」 




図 3−1  
柳宗悦「挿絵小註〔『工藝』第百十號〕」『柳宗悦全集第 16巻』（筑摩書房, 1980）130−131. 
 

















図 3−4 展覧会告知「杉山寿栄男蒐集 
アイヌ民芸品大展観」『工藝』105 号
（1941）：91. 
図 3−5  
『工藝』105号（1941）：巻末広告. 



























Alfred H. Barr Jr., Cubism and Abstract 
Art (Museum of Modern Art, New York, 
1936) 裏表紙. 































図 4−3  
右：「トーラース海峡土人のマスク（ピカソ蔵）」 ,  











図 4−4  
右：「ピカソ 若き裸婦 1907」, 中央：「ニューブリテン島住民 画」,  
左：「ピカソ 黄衣 1907」 
岡本『アヴァンギャルド芸術』92−93. 
図 4−5  
左：「10. シリア或いはエジプトのコプト人による象牙彫刻の聖母子像（9 世紀）」 , 
右：「11. ルオー キリスト像 1932 年頃の作」 




図 4−6  
左上：「17. インディアンの儀式に用いるパナマ製の鹿の仮面」 ,  






図 4−7  
（左頁）左上：「19. インディアンの偶像」 , 右上：「21. ピカソの彫刻（石）」 ,  
下：「ピカソ ロシア舞踊「パラード」のためのコスチューム 1917年」, 
（右頁）上：「22. トロイヤの石の偶像」, 中：「23. アンジェンチンのインディアンの円盤





図 4−8  
左：「200. 円の造型 オスカー・シュレンマー」, 右：「木彫」アフリカ, バウアン族」 
瀧口編著『別冊アトリエ第７集』80−81. 
 
図 4−9  




































Isamu Noguchi, The Noguchi Garden 
Museum (New York: Harry N. Abrams, Inc., 
Publishers, 1988) 145. 
©The Isamu Noguchi Foundation and 








Noguchi, The Noguchi Garden 
Museum, 237. 
©The Isamu Noguchi Foundation 
and Garden Museum, New York / 
ARS - JASPAR 
 
図 5−3 
《中国の娘》（Chinese Girl, Girl Reclining on 
Elbow, 1930）歯科用石膏 25.7×48.6×28.9cm  
イサム・ノグチ財団・庭園美術館蔵 
The Isamu Noguchi Archive  
©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR 
 
図 5−4  
ノグチ《無》（Mu, 1952） 




©The Isamu Noguchi Foundation 
and Garden Museum, New York / 











                  
 
図 5−5  
ノグチ《旅》（Journey (Tabi), 1950） 
瀬戸焼 70.2×17.0cm 瀬戸市蔵 
Bruce Altshuler, et al, Isamu Noguchi and Modern Japanese 
Ceramics: A Close Embrace of the Earth (Arthur Ms. Sackler 
Gallery, Smithsonian Institution, 2003) 22. 
©The Isamu Noguchi Foundation and Garden Museum, New 
York / ARS - JASPAR 
 
図 5−6  




Noguchi, The Isamu Noguchi Garden Museum, 215. 
©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - JASPAR 
図 5−7  
ノグチ《鐘の子》（Bell Child, 1950） 
瀬戸焼 高さ 14.0cm 土門拳財団蔵 
The Isamu Noguchi Archive  
©The Isamu Noguchi Foundation and 
Garden Museum, New York / ARS - 
JASPAR 
 
図 5−8  
ノグチ《暑い日》（Hot Day, 1950） 
瀬戸焼、木、繊維 高さ 41.4cm 
丸亀猪熊弦一郎現代美術館蔵 
The Isamu Noguchi Archive  
©The Isamu Noguchi Foundation and 









       
図 5−11 
「イサム・ノグチの工房の一隅」 
ノグチ『ノグチ』頁数記載なし. 挿図番号 71. 
©The Isamu Noguchi Foundation and Garden 





挿図番号 72.  
©The Isamu Noguchi 
Foundation and Garden 
Museum, New York / ARS - 
JASPAR 
図 5−9  
ノグチ《巡査》（The Policeman (Junsa), 
1950）瀬戸焼 35.5×22.2×14.0cm  
イサム・ノグチ財団・庭園美術館蔵 
写真（撮影：ケヴィン・ノーブル） 
The Isamu Noguchi Archive  
©The Isamu Noguchi Foundation and 




ース』18 巻 10 号（1951）：2. 
©The Isamu Noguchi Foundation and 
Garden Museum, New York / ARS - 
JASPAR 
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図 5−15  





（Memorial to the Dead of Hiroshima, 
1952）石膏模型写真 
イサム・ノグチ財団・庭園美術館蔵 
Noguchi, The Noguchi Garden 
Museum, 157. 
©The Isamu Noguchi Foundation and 
Garden Museum, New York / ARS - 
JASPAR 
図 5−14 
ノグチ《新萬來舎》（Shin Banraisha at Keio 
University, 1951−52）写真（撮影：平山忠治） 
©The Isamu Noguchi Foundation and 
Garden Museum, New York / ARS - JASPAR 
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郎美術館所蔵作品集』（二玄社 , 2005）48. 
図 6−1  












図 6−5  
岡本《明日の神話》（1968）油彩・キャンバス 177.0×1085.0cm 




図 7−1  
（左頁）パブロ・ピカソ《踊り子》（Dancer, 1907−1908） 
（右頁）上：彫刻, アフリカ（バコタ族）, 中央：女性像, アフリカ（スペイン領ギニア）, 
下：彫刻, アフリカ（バコタ族）  





図 7−2  
（左頁）アンリ・マティス《ダンス》（La Danse, 1938） 
（右頁）上：運動風景（一部）, アッティカ式赤像のキリックス, 紀元前 5世紀, 下：宗教
儀式（一部）イオニア式黒像のディノス, 紀元前 6世紀 




図 7−3  
（右頁）カミーユ・ピサロ《モンマルトル大通り》（Boulevard Montmartre, 1897） 
（左頁）左：安藤広重《名所江戸百景駿河町》（制作年未記載）, 安藤広重《名所江戸百景
下谷広小路》（制作年未記載）  




図 7−4  
Timeless Aspects of Modern Art: the First of a Series of Exhibitions Making the 20 th 














図 7−5  
Timeless Aspects of Modern Art: the First of a Series of Exhibitions Making the 20 th 




図 7−6  
左：ピカソ《両腕を上げた裸婦》（Nude with Raised Arm,1907） 
右：アフリカ、バンボーレ族《男性立像》  
Baltimore Museum of Art, 4000 Years of Modern Art (Maryland: Baltimore Museum of 






























































ヤカ族 天理参考館所蔵 Photo 二川
幸夫」『美術手帖』180号（1960）年：
5. 
図 7−12  
「墓地標像 カナダ ベラ・クーラ地





































































図 7−24  
「山口勝弘・清家清 装飾空間展」（12 月 3 日−8 日 和光ギャラリー）会場（会場構成：
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